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 は じ め に   

 
 河 川 は 、 人 と 自 然 と の ふ れ あ い の 場 と し て 、 ま た 生 物 の 良 好 な 生 息 ・

生 育 環 境 と し て の 役 割 が き わ め て 重 要 で あ り 、 ま た 、 存 在 そ の も の が 地

域 の 風 土 と 文 化 を 形 成 す る 重 要 な 要 素 で も あ る こ と か ら 、 個 性 を 活 か し

た 川 づ く り が 欠 か す こ と の で き な い も の と な っ て い た 。 そ の た め 、 平 成

9  年 に 河 川 法 が 改 正 さ れ 、「 災 害 防 止 」「 河 川 の 適 正 利 用 」「 流 水 の 正 常

な 機 能 の 維 持 」 に 加 え て 「 河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 」 が 河 川 の 総 合 的 管 理

の 内 容 の ひ と つ と し て 位 置 づ け ら れ る と と も に 、 地 域 の 意 見 を 反 映 し た

河 川 整 備 の 計 画 制 度 が 導 入 さ れ た 。  

 そ れ 以 降 、『日 本 の 川 を と り も ど す 』た め に 河 川 環 境 は 本 格 的 な 転 換 期

を 向 か え 平 成 1 4  年 に 自 然 再 生 事 業 、 平 成 1 7  年 に 総 合 水 系 環 境 整 備 事

業 と 統 合 河 川 環 境 整 備 事 業 が 創 設 さ れ 、 現 在 、 河 川 に 係 る 環 境 の 整 備 や

保 全 を 主 目 的 あ る い は 複 合 目 的 の ひ と つ と し た 河 川 整 備 が 鋭 意 進 め ら れ

て き て い る と こ ろ で あ る 。  

 一 方 、少 子 高 齢 化 社 会 の 進 展 と そ れ に 伴 う 投 資 余 力 の 減 少 が 進 む 中 で 、

河 川 整 備 に つ い て も 、 効 率 的 か つ 効 果 的 な 施 策 展 開 を 図 っ て い く こ と が

ま す ま す 重 要 と な っ て い る 。 そ の た め に は 、 施 策 に 関 す る 理 解 の 増 進 と

社 会 的 な 合 意 形 成 が 不 可 欠 で あ り 、各 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 に 当 た っ て は 、

事 業 の 一 層 の 透 明 性 、 客 観 性 の 確 保 に 向 け て 、 事 業 の 経 済 効 果 に つ い て

適 切 な 手 法 で 評 価 し 、 公 表 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

 し か し な が ら 、 市 場 が 存 在 し な い 環 境 は い わ ゆ る 非 市 場 財 で あ り 、 か

つ 、 ま た 、 公 共 財 と し て の 性 格 も 有 す る た め 、 そ の 評 価 に は 間 接 的 手 法

を 用 い ざ る を 得 な い 。 ま た 、 そ の 具 体 的 作 業 に お い て は 現 在 ま で に 様 々

な 評 価 手 法 が 提 案 さ れ て は い る が 、 確 立 さ れ た も の は な く 、 各 手 法 は そ

れ ぞ れ 技 術 的 課 題 を 有 し て い る 。  

 本 冊 子 は 河 川 等 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 に つ い て 、 現 段 階 に お い て

用 い ら れ て い る 手 法 を と り ま と め 、 業 務 の 推 進 に 資 す る こ と と し た も の

で あ り 、 今 後 も よ り 多 く の 知 見 を 蓄 積 し て 順 次 修 正 を 加 え 改 善 し て い く

考 え で あ る 。  



 

 



 

本 冊 子 の 構 成  

 
 本 冊 子 は 3  編 構 成 と な っ て い る 。  

 第 1  編「 概 説 」で は 、本 資 料 の 主 旨 と 適 用 範 囲 、河 川 に 係 る 環 境 整 備

に つ い て の 経 済 評 価 の 必 要 性 、 本 冊 子 で と り あ げ る 便 益 評 価 手 法 の 概 要

及 び 選 定 方 法 の 考 え 方 、 費 用 の 計 測 方 法 等 に つ い て ま と め て い る 。  

 第 2  編 「 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 便 益 計 測 手 法 に つ い て 」 で は 、 C V M

（ C o n t i n g e n t  Va l u a t i o n  M e t h o d：仮 想 的 市 場 評 価 法 ）、T C M（ Tr a v e l  C o s t  

M e t h o d：旅 行 費 用 法 ）、代 替 法 に つ い て 手 法 の 概 要 と 特 徴 を 示 し て い る 。  

 第 3  編 で は 今 後 の 課 題 に つ い て ま と め て い る 。  

 な お 、 本 冊 子 の 別 冊 と し て 、 本 冊 子 で 記 載 し た 評 価 手 法 に つ い て 、 実

務 者 の 技 術 的 な 評 価 マ ニ ュ ア ル と な る よ う 、 各 手 法 の 具 体 的 実 施 方 法 、

事 例 な ど の 様 々 な 資 料 等 を と り ま と め て い る 。  
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一 部 改 定 の ポ イ ン ト  

 今 回 改 定 し た 本 冊 子 【 本 編 】 及 び 【 別 冊 】 は 、 平 成 1 2  年 6  月 に 策 定 さ

れ た「 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 の 手 引 き（ 試 案 ）」（以 下「 手 引 き（ 試

案 ）」） 及 び 「 C V M  を 適 用 し た 河 川 環 境 整 備 事 業 の 経 済 評 価 の 指 針 （ 案 ）」

（ 以 下 「 指 針 （ 案 ）」） を 合 本 し て と り ま と め た 「 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経

済 評 価 の 手 引 き 」（ 以 下 「 手 引 き （ H 2 2 . 3）」） に 記 載 さ れ た 評 価 手 法 等 に 関

し て 国 内 外 の 最 新 の 検 討 事 例 等 を 調 査 し 、 手 法 そ の も の に つ い て は 変 わ る

も の が 無 い こ と を 確 認 し た 。し か し な が ら 記 載 さ れ た 留 意 点 等 に つ い て は 、

手 引 き （ H 2 2 . 3） 策 定 以 降 、 事 例 も 増 え て き た こ と か ら 、 近 年 の 評 価 事 例

や 調 査 研 究 を も と に し て 一 部 改 定 し た も の で あ る 。  

 

 今 回 の 一 部 改 定 の ポ イ ン ト は 、 以 下 の 通 り で あ る 。  

 水 辺 整 備 事 業 に か か る 評 価 手 法 選 定 の 考 え 方 を 改 定 し た 【 本 編 】  

 W E B 調 査 の 活 用 に お け る 有 用 性 や 課 題 、 留 意 点 及 び 対 応 方 法 を 追 記 し

た 【 別 冊 】  

 こ れ ま で の 評 価 事 例 を も と に C V M の 受 益 範 囲 設 定 に 係 る 留 意 点 を 追 加

し た 【 別 冊 】  

 こ れ ま で の 評 価 事 例 を も と に C V M の ア ン ケ ー ト 調 査 票 作 成 の 留 意 点 を

修 正 ・ 更 新 し た 【 別 冊 】  
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１ .  本 冊 子 の 目 的  

（ １ ）  本 冊 子 の 主 旨  

 

近 年 、 河 川 に 係 る 環 境 整 備 へ の 関 心 と 要 望 が 高 ま っ て い る 。  

一 方 、 公 共 事 業 の 効 率 性 と 透 明 性 を 確 保 し 、 説 明 責 任 （ ア カ ウ ン タ ビ

リ テ ィ ） を 果 た し て い く た め 、 事 業 の 効 果 を 的 確 に 把 握 し こ れ を 明 ら か

に す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

事 業 の 評 価 は 、 効 率 性 、 公 平 性 等 の 多 面 的 な 観 点 か ら 実 施 す る 必 要 が あ

り 、 経 済 評 価 は 効 率 性 評 価 に つ い て の 、 有 効 な 手 段 の 一 つ で あ る 。  

河 川 に 係 る 環 境 整 備 に お い て も 、 こ の よ う な 観 点 か ら 、 経 済 評 価 を 適

切 に 実 施 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

本 冊 子 は こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 現 時 点 に お け る 知 見 に 基 づ い て 作

成 し た も の で あ り 、 今 後 の 研 究 成 果 や 事 例 の 蓄 積 に よ り 、 そ の 内 容 を 充

実 さ せ て い く 必 要 が あ る 。  

 

な お 、 環 境 整 備 の 経 済 評 価 に あ た っ て は 、 以 下 の 留 意 事 項 が 挙 げ ら れ

る 。  

 

・ 河 川 環 境 は 、 水 量 ・ 水 質 、 生 態 系 、 人 と 自 然 と の 豊 か な ふ れ あ い の

場 、 景 観 、 河 川 に ま つ わ る 祭 り 、 伝 統 行 事 な ど 極 め て 複 雑 か つ 多 岐

に わ た る 要 素 か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ の 中 に は 、 必 ず し も 経 済 評 価

に な じ ま な い も の も あ る 。  

・ 環 境 の 経 済 評 価 に つ い て は 、 い く つ か の 手 法 が 提 案 さ れ て い る が 、

未 だ 確 立 さ れ た 手 法 は な く 、 様 々 な 検 討 が 進 め ら れ て い る 段 階 で あ

る 。  

・ 経 済 評 価 の 結 果 に つ い て は 、 総 合 的 な 観 点 か ら 妥 当 性 を 吟 味 す る 必

要 が あ る 。  

 

・ 本 冊 子 は 、既 存 資 料 を も と に 、河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 手 法 に つ

い て 、 実 務 者 の 参 考 資 料 と な る よ う と り ま と め た も の で あ る 。  
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（ ２ ）  対 象 と し た 手 法  

 

本 冊 子 で は 、 現 在 、 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 に 用 い ら れ て い る

代 表 的 な 手 法 と し て C V M（ C o n t i n g e n t  Va l u a t i o n  M e t h o d： 仮 想 的 市 場

評 価 法 ）、 T C M（ Tr a v e l  C o s t  M e t h o d： 旅 行 費 用 法 ）、 代 替 法 を 採 り 上 げ

こ れ ら 手 法 の 概 要 と 特 徴 を 整 理 し た う え で 、 評 価 対 象 事 業 に 適 し た 手 法

選 定 の 考 え 方 に つ い て も 考 え 方 を 記 載 す る な ど 、で き る だ け 明 確 化 し た 。

な お 、 具 体 的 な 評 価 方 法 に つ い て は 、 別 冊 に と り ま と め て い る 。  

 

（ ３ ）  費 用 の 計 測 方 法 等  

 

本 冊 子 で は 、 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 に 際 し て 必 要 と な る 用 地

費 、 補 償 費 、 建 設 費 、 維 持 管 理 費 等 の 費 用 の 計 測 方 法 に つ い て 記 す と と

も に 、 そ の 他 、 社 会 的 割 引 率 及 び 残 存 価 値 、 評 価 期 間 に つ い て も と り ま

と め て い る 。  

・ 本 冊 子 で は 、経 済 評 価 に 際 し て 便 益 と の 比 較 に 必 要 と な る 費 用 の 計 測 方

法 や 、 評 価 期 間 な ど に つ い て も と り ま と め た 。  

・ 本 冊 子 で は 、現 在 用 い ら れ て い る 手 法 の 概 要 と 特 徴 、評 価 対 象 事 業 に 適

し た 手 法 の 選 定 方 法 の 考 え 方 に つ い て 整 理 し た 。  
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２ .  河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 に つ い て  

２ .  １  河 川 行 政 に お け る 環 境 整 備 の 位 置 付 け  

 

 

表  ２ .１  「 河 川 環 境 の 保 全 と 創 造 の 基 本 方 針 」 の 概 要  

 
出 典 ：「 今 後 の 河 川 環 境 の あ り 方 に つ い て 」（ 平 成 7  年 3  月 答 申 ）  

 

○ 河 川 に 対 す る ニ ー ズ や 要 請 の 変 化  

・豊 か で う る お い の あ る 質 の 高 い 国 民 生 活 や 良 好 な 環 境 を 求 め る 国 民 の ニ

ー ズ の 増 大  

・環 境 や 地 域 づ く り の 観 点 か ら 河 川 の 持 つ 多 様 な 自 然 環 境 や 水 辺 空 間 と し

て の 機 能 等 に 着 目 し 、河 川 環 境 を 適 正 に 保 全 し 、こ れ を 享 受 し よ う と す

る 要 請 の 高 ま り  

・ 単 に 洪 水 ・ 高 潮 の 防 御 （ 治 水 ） や 水 資 源 （ 利 水 ） の 機 能 を 持 つ 施 設 と し

て で は な く 、豊 か な 自 然 環 境 を 残 し 、地 域 の 中 に お い て の 良 好 な 生 活 環

境 を 形 成 す る 役 割 の 高 ま り  

 

○ 河 川 環 境 の 保 全 と 創 造 の 基 本 方 針  

・ 生 物 の 多 様 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 確 保  

－ 変 化 あ る 河 川 形 状 を 確 保 す る  

－ 流 域 で の 自 然 の 広 が り を 考 え る  

－ 川 の 連 続 性 を 確 保 す る  

－ 生 物 の 絶 滅 を 防 ぐ  

－ 河 川 水 辺 の 国 勢 調 査 を 充 実 さ せ る  

－ 生 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 を 保 全 す る  

・ 健 全 な 水 循 環 系 の 確 保  

－ 水 循 環 に つ い て の 情 報 を 発 信 す る  

－ 川 で の 取 り 組 み  

－ 流 域 で の 対 応 策 を 展 開 す る  

・ 河 川 と 地 域 と の 関 係 の 再 構 築  

－ 河 川 の 再 生  

－ ふ れ あ い の 確 保  

－ 美 し い 風 景 づ く り  

－ 住 民 参 加 の 川 づ く り  

－ 地 域 づ く り へ の 支 援  

－ 都 市 防 災 機 能 の 強 化  

・ 近 年 の 河 川 に 対 す る ニ ー ズ や 要 請 の 変 化 を 受 け 、河 川 管 理 を は じ め と し

た 河 川 行 政 に お い て も 河 川 環 境 を 重 視 す る よ う に な っ て き て い る 。  

・平 成 7  年 3  月 の 河 川 審 議 会 答 申 に は 、「河 川 環 境 の 保 全 と 創 造 の 基 本 方

針 」 が 示 さ れ 、 平 成 9  年 に 改 正 さ れ た 河 川 法 に お い て は 、 治 水 、 利 水

等 に 加 え て 河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 が 新 た に 河 川 管 理 の 目 的 と し て 加 え

ら れ た 。  
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表  ２ .２  河 川 法 に お け る 河 川 環 境 の 位 置 付 け  

河 川 法 第 １ 条 （ 目 的 ）    

河 川 に つ い て 、 洪 水 、 津 波 、 高 潮 等 に よ る 災 害 の 発 生 が 防 止 さ れ 、

河 川 が 適 正 に 利 用 さ れ 、流 水 の 正 常 な 機 能 が 維 持 さ れ 、及 び 河 川 環 境

の 整 備 と 保 全 が さ れ る よ う に こ れ を 総 合 的 に 管 理 す る こ と に よ り 、国

土 の 保 全 と 開 発 に 寄 与 し 、も っ て 公 共 の 安 全 を 保 持 し 、か つ 、公 共 の

福 祉 を 増 進 す る こ と  

河 川 法 に お け る「 河 川 環 境 」の と ら え 方   

○ 河 川 の 自 然 環 境（ 河 川 の 流 水 に 生 息 す る 水 生 動 植 物 、流 水 を 囲 む 水

辺 地 等 に 生 息 す る 陸 生 動 植 物 の 多 様 な 生 態 系 ）  

○ 河 川 と 人 と の 関 わ り に お け る 生 活 環 境（ 流 水 の 水 質（ 底 質 を 含 む ）、

河 に 係 る 水 と 緑 の 景 観 、 河 川 空 間 の ア メ ニ テ ィ 等 ）  

出 典 ： 建 設 省 河 川 法 研 究 会 「 改 正 河 川 法 の 解 説 と こ れ か ら の 河 川 行 政 」

（ 1 9 9 7） よ り 作 成  

 

２ .  ２  公 共 事 業 の 経 済 評 価 の 経 緯  

 

公 共 事 業 の 実 施 に 係 る 説 明 責 任 の 確 保 が 求 め ら れ て お り 、 国 土 交 通 省

で は 、 基 本 的 に 全 て の 事 業 に つ い て 新 規 事 業 採 択 時 評 価 を 実 施 し 、 そ の

中 で 費 用 便 益 分 析 を 行 う こ と と し て い る 。  

・ 近 年 、行 政 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 向 上 が 求 め ら れ て お り 、公 共 事 業 の 実

施 に 関 し て も 、費 用 対 効 果 の 提 示 等 に よ っ て 事 業 実 施 の 妥 当 性 を 客 観 的

に 示 し て い く よ う な 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。  

・ 各 種 の 公 共 事 業 に つ い て も 、費 用 対 効 果 の 分 析 に 関 す る マ ニ ュ ア ル が 整

備 さ れ て お り 、そ の 中 に は 、環 境 整 備 に 関 わ る 便 益 計 測 手 法 を 示 し て い

る も の も あ る 。  
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○「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」改定 
→ CO2 削減効果の貨幣価値原単位及び支払意思額による生命の価値について改定 

○「仮想的市場評価法（CVM）適用の指針」改定 
→ CVM を適用する際に事業横断的に留意すべき事項と、最低限確認すべき事項について提示 

○「完了後の事後評価の解説」策定 
→完了後の事後評価において、標準的な事後評価の実施方法について、「公共事業評価手法研究委員会」

において検討を行った結果をとりまとめ 

○「国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入ついての基本方針（案）」策定 
→政策目標評価型事業評価の導入について、事業の必要性や内容が検証可能となるよう評価の手法を改

善、計画段階の事業評価を導入、試行の実施方針を提示 

○「物流効率化による経済構造改革特別枠」に関する関係閣僚会合総理発言要旨において「事業採択段
階における費用対効果分析の活用」提示 

→ 公共事業を所管する全ての官庁が一斉に導入開始 

○「建設省所管公共事業の新規採択時評価実施要領」、「同再評価要領」策定 
→ 平成 10 年度より原則として全ての事業において新規事業採択時評価を実施 

○「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的な運用指針（案）」策定（平成 11 年 3 月に確
定） 

→ 各事業分野において事業評価に関するマニュアルが策定 

○「公共事業の説明責任（アカウンタビリティ）向上行動指針」策定 
→ ・情報の共有化とコミュニケーションの推進 
  ・社会資本に関する論点の明確化と臨機の対応 
  ・すべてのプロセスにおける評価の明確化 
  ・公共調達の不断の改革継続 

○「公共事業評価の基本的考え方」策定 
→ 国土交通省の発足（平成 13 年 1 月）、行政機関が行う政策の評価に関する法律の施行（平成 14 年 4

月）を背景に、国土交通省全体における公共事業評価の考え方が提示 

○「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針」策定 
→ 環境質の貨幣価値を算定する場合に、代替法、ヘドニック法、CVM、トラベルコスト法を用いるこ

とを位置づけ 

平成 21 年 7 月 

平成 22 年 8 月 

平成 21 年 7 月 

平成 21 年 6 月 

平成 16 年 2 月 

平成 14 年 8 月 

平成 11 年 2 月 

平成 10 年 6 月 

平成 10 年 3 月 

平成 9 年 12 月 

 

図  ２ .１  公 共 事 業 に お け る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 向 上 に 関 す る 経 緯  
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２ .  ３  河 川 環 境 に 係 る 経 済 評 価 の 位 置 付 け  

（ １ ） 河 川 事 業 に お け る 経 済 評 価 の 役 割  

河 川 事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、 対 象 河 川 の 社 会 的 ・ 自 然 的 制 約 条 件 や

河 川 改 修 の 歴 史 等 を 踏 ま え 、 事 業 の 実 施 可 能 性 を 十 分 に 検 討 す る 必 要 が

あ る 。 事 業 の 社 会 的 評 価 の 視 点 と し て は 、 効 率 性 、 公 平 性 等 様 々 な も の

が 考 え ら れ る 。  

経 済 評 価 は 、 こ の う ち 投 資 効 率 性 の 視 点 か ら 事 業 実 施 の 社 会 的 な 妥 当

性 を 評 価 す る も の で あ る 。  

 

（ ２ ） 河 川 事 業 の 実 施 過 程 と 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 の 考 え 方  

河 川 整 備 に 当 た っ て は 、 ま ず 、 治 水 、 利 水 及 び 環 境 の 総 合 的 な 河 川 整

備 の 基 本 と な る べ き 方 針 で あ る 河 川 整 備 基 本 方 針 が 策 定 さ れ る 。 さ ら に

同 方 針 に 即 し 、 具 体 的 な 整 備 に 関 す る 計 画 で あ る 河 川 整 備 計 画 が 策 定 さ

れ る 。個 別 の 河 川 事 業 は 、こ の 計 画 に 沿 っ て 実 施 さ れ る（ 図  ２ .２ 参 照 ）。  

経 済 評 価 は 、 こ の よ う な 事 業 実 施 過 程 の 中 で 、 社 会 的 投 資 効 率 性 の 観

点 か ら 、個 別 事 業 の 妥 当 性 を 判 断 す る た め の 材 料 を 提 供 す る も の で あ る 。 

 

－ 河 川 整 備 基 本 方 針  

河 川 の 総 合 的 な 保 全 と 利 用 に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め 、 対 象 河 川 が 目 標 と

す べ き 治 水 安 全 度 を 設 定 し 、 こ れ を 満 た す 基 本 高 水 の ピ ー ク 流 量 、 計 画

高 水 流 量 の 配 分 、 河 道 横 断 形 状 を 示 す 。  

 

－ 河 川 整 備 計 画  

河 川 整 備 基 本 方 針 を 具 体 化 す る た め 、 当 面 2 0～ 3 0 年 で 実 施 す る 施 設 整

備 等 の 計 画 を 定 め る 。  
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図  ２ .２  河 川 整 備 基 本 方 針 、 河 川 整 備 計 画 及 び 個 別 事 業 の 実 施 の 流 れ  
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２ .  ４  河 川 環 境 の 便 益  

（ １ ） 便 益 の と ら え 方  

 

一 般 に 、 公 共 事 業 の 便 益 は 、 あ る 事 業 を 実 施 す る こ と に よ っ て 変 化 す

る 個 人 ま た は 家 計 （ 世 帯 ） の 効 用 の 変 化 分 を 貨 幣 換 算 し た も の と し て と

ら え ら れ る 。  

一 方 、 河 川 環 境 は 、 図  ２ .３ に 示 す よ う な 河 川 に 係 る 複 数 の 環 境 要 素

に よ っ て 、 あ る 1  つ の 環 境 を 形 成 し て い る 。 経 済 評 価 の 際 に は 、 評 価 の

対 象 と な る こ の 環 境 を 財 と し て と ら え 、 こ の 財 の 価 値 変 化 を 貨 幣 換 算 す

る こ と に な る 。  

河 川 事 業 を 実 施 し た 場 合 に は 、 河 川 に 係 る 様 々 な 環 境 要 素 に 、 質 的 量

的 な 様 々 な 変 化 が も た ら さ れ る 。  

こ の 各 環 境 要 素 の 質 的 量 的 な 変 化 を 、 人 々 は 財 の 変 化 と し て と ら え 、

人 々 は そ れ ら に 接 す る ま た は 利 活 用 す る よ う な 活 動 、 あ る い は 人 間 の 五

感 を 介 し て 、 個 人 の 効 用 変 化 と し て 認 知 す る 。 こ の 効 用 と し て は 、 水 遊

び や 散 策 の よ う な レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 に 基 づ く も の か ら 、 静 か な 環 境

に よ る 心 の や す ら ぎ と い っ た 心 理 的 な も の ま で 多 様 な 効 用 と し て 認 知 さ

れ る 。  

従 っ て 、 河 川 事 業 実 施 に よ る 環 境 の 便 益 は 、 事 業 実 施 に よ る こ れ ら の

効 用 の 変 化 分 を 、 貨 幣 換 算 し た も の と し て と ら え ら れ る 。  

以 上 の 評 価 プ ロ セ ス を 便 益 の と ら え 方 と し て 示 し た も の が 図  ２ .４ で

あ る 。  

 

・ 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 便 益 は 、事 業 実 施 に よ っ て 変 化 す る 効 用 の 変 化 を

貨 幣 換 算 化 し た も の と し て と ら え ら れ る 。  

・ 河 川 環 境 は 、 河 川 に 係 る 複 数 の 環 境 要 素 に よ っ て 1  つ の 環 境 を 形 成 し

て い る 。経 済 評 価 を 行 う 場 合 に は 、評 価 の 対 象 と す る 環 境 を 財 と し て と

ら え て 貨 幣 換 算 す る 。  

・ こ の た め に は 、事 業 の 実 施 に よ っ て 河 川 に 係 る 環 境 要 素 が ど の よ う に 変

化 す る か 、そ れ に よ っ て 人 々 の 効 用 が ど の よ う に 変 化 す る か を 的 確 に 把

握 す る 必 要 が あ る 。  
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図  ２ .３  河 川 に 係 る 環 境 の 要 素  

 

 
図  ２ .４  河 川 環 境 整 備 の 便 益 の と ら え 方  
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（ ２ ） 便 益 評 価 手 法 適 用 の 考 え 方  

 

 

図  ２ .５  河 川 と 河 川 環 境 の 特 性  

・ 河 川 は 種 々 の 社 会 資 本 の 中 で も 公 共 性 の 高 い 公 共 財 で あ る た め 、河 川 に

係 る 環 境 の 経 済 評 価 に つ い て は あ る 程 度 の 限 界 が あ る 。  

・ 河 川 環 境 を 構 成 す る 各 要 素 に は 、代 替 的 な 市 場 を 有 す る も の や そ れ が 希

薄 な も の 、 あ る い は 類 似 の 市 場 を 有 す る も の や そ れ が 希 薄 な も の な ど

様 々 な も の が あ る 。  

・ 河 川 環 境 に 係 る 事 業 の 経 済 評 価 に あ た っ て 、各 種 の 非 市 場 財 便 益 評 価 手

法 を 適 用 す る 際 に も 、こ れ ら の 特 性 の 差 異 に よ っ て そ れ ら の 適 合 性 は 異

な る 。  

・ 従 っ て 、 C V M  等 の 手 法 を 適 用 す る 際 に も 、 こ れ ら の 各 環 境 要 素 の 市 場

性 等 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  
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３ .  河 川 環 境 整 備 事 業 の 費 用 便 益 分 析 の 概 要  

３ .  １  経 済 評 価 に お け る 便 益 計 測  

（ １ ） 事 業 の 経 済 評 価  

 

事 業 の 経 済 評 価 は 、 事 業 が も た ら す 便 益 （ B e n e f i t） と 、 事 業 に 必 要 な

費 用 （ C o s t） と の 比 ま た は 差 に よ っ て 行 わ れ る 。  

従 っ て 、 環 境 に 係 る 事 業 の 経 済 評 価 に あ た っ て は 、 そ の 費 用 と 便 益 を

い か に 的 確 に 把 握 す る か が き わ め て 重 要 と な る 。 本 冊 子 で は 、 こ の 両 者

に つ い て 扱 っ て い る 。  

 

（ ２ ） 環 境 整 備 が も た ら す 便 益  

 

一 般 に 、 公 共 事 業 の 便 益 は 、 あ る 事 業 を 実 施 す る こ と に よ っ て 変 化 す

る 個 人 ま た は 家 計 （ 世 帯 ） の 効 用 の 変 化 分 を 貨 幣 換 算 し た も の と し て と

ら え ら れ る 。  

環 境 整 備 の 経 済 評 価 を 行 う 場 合 に は 、 評 価 の 対 象 と な る こ の 環 境 を 財

と し て と ら え 、 こ の 財 の 価 値 変 化 が も た ら す 効 用 変 化 を 便 益 と し て 貨 幣

換 算 す る こ と に な る 。  

環 境 の 財 と し て の 価 値 は 、 一 般 的 に 利 用 価 値 と 非 利 用 価 値 に 大 別 さ れ

る 。（ 図  ３ .１ ）  

利 用 価 値 と は 、 文 字 ど お り そ の 環 境 を 利 用 す る こ と に よ っ て 便 益 を も

た ら す も の で あ り 、 直 接 利 用 価 値 と オ プ シ ョ ン 価 値 と に 大 別 さ れ る 。 オ

プ シ ョ ン 価 値 と は 、 将 来 に お い て 享 受 す る 可 能 性 が あ る 価 値 を 意 味 す る

も の で あ り 、 こ れ に つ い て は 非 利 用 価 値 に 分 類 す る 説 も あ る 。  

非 利 用 価 値 と は 、 直 接 に そ の 環 境 を 利 用 し な い 者 に も 便 益 を も た ら す

も の 、 す な わ ち 天 然 記 念 物 や 世 界 遺 産 の よ う に 、 そ れ が 存 在 す る こ と 自

体 に 価 値 が あ る と さ れ る も の で あ る 。  

・ 環 境 整 備 の 便 益 は 、環 境 を 財 と し て と ら え 、こ の 財 の 価 値 の 変 化 が も た

ら す 個 人 ま た は 家 計（ 世 帯 ）の 効 用 の 変 化 分 を 貨 幣 換 算 し た も の と し て

と ら え ら れ る 。  

・ 環 境 に 係 る 事 業 を 経 済 評 価 す る た め に は 、便 益 の 的 確 な 計 測 が 不 可 欠 で

あ る 。  
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事 業 の 便 益 計 測 と は 、 事 業 の 有 無 で こ れ ら の 価 値 が ど れ ほ ど 変 化 す る

か を 貨 幣 換 算 し て 把 握 す る こ と で あ る 。  

 
図  ３ .１  環 境 の 財 の 価 値 区 分  

 

（ ３ ） 有 無 比 較 の 原 則  

 

あ る 事 業 が 社 会 を 構 成 す る 個 人 に も た ら す 便 益 を 合 計 し た 値 は 、 そ の

事 業 の 「 社 会 的 便 益 」 と 呼 ば れ る 。 事 業 の 経 済 評 価 に 当 た っ て は 、 こ の

社 会 的 便 益 を 計 測 す る こ と が 必 要 と な る 。  

便 益 の 計 測 は 、 通 常 は 評 価 時 点 で の 事 業 の 有 る 状 態 と 無 い 状 態 と の 比

較 に よ っ て 行 わ れ 、 こ れ を 有 無 比 較 法 （ W i t h  a n d  W i t h o u t  C o m p a r i s o n  

M e t h o d ， 図  ３ .２  の ① ） と い う 。 こ の ほ か に は 、 事 業 実 施 前 後 を 比 較

す る 前 後 比 較 法（ B e f o r e  a n d  A f t e r  C o m p a r i s o n  M e t h o d，図  ３ .２  の ② ）

や 、事 業 を 実 施 し た 地 域 と し な か っ た 地 域 を 比 較 す る 地 域 比 較 法（ S t u d y  

A r e a  C o n t r o l  A r e a  C o m p a r i s o n  M e t h o d， 図  ３ .２  の ③ ） 等 が あ る が 、

こ れ ら の 比 較 法 で は 、 比 較 す る 状 態 が 事 業 の 実 施 さ れ な い 状 態 を 正 し く

反 映 し て い る と は い え な い こ と か ら 、 有 無 比 較 法 が 最 も 望 ま し い と さ れ

て い る 。  

・ 環 境 整 備 の 事 業 が も た ら す 便 益 を 計 測 す る た め に は 、事 業 の 有 無 に よ る

比 較 を 行 う こ と が 原 則 で あ る 。  
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図  ３ .２  事 業 評 価 の た め の 各 種 の 比 較 方 法  

 

（ ４ ） 評 価 の 可 能 な 範 囲  

「 1 .  本 冊 子 の 目 的 」 で 記 し た と お り 、 環 境 整 備 は 、 水 量 ・ 水 質 、 生 態

系 、 人 と 自 然 と の 豊 か な ふ れ あ い 、 景 観 な ど 非 常 に 多 く の 面 で 人 間 生 活

と 関 わ っ て い る 。 こ れ ら の 様 々 な 面 で 生 じ る 便 益 を 、 全 て 正 確 に 計 測 す

る こ と は 現 状 で は ほ と ん ど 不 可 能 で あ り 、 ま た そ の 精 度 の 検 証 も 困 難 で

あ る た め 、 経 済 評 価 が 可 能 な 範 囲 は 限 定 さ れ て い る こ と に 留 意 し な け れ

ば な ら な い 。  
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（ ５ ） 便 益 の 帰 属 先  

環 境 整 備 が も た ら す 便 益 は 、 様 々 な 経 路 を た ど っ て 様 々 な 主 体 に 移 転

す る が 、 こ こ で は 最 終 的 に は 全 て 個 人 に 帰 属 す る と 考 え 、 個 人 を ベ ー ス

と し た 計 測 を 行 う 。  

第 2  編 に 紹 介 す る 手 法 は 、そ れ ぞ れ 個 人 ベ ー ス の 便 益 計 測 を 行 う の に

適 し て い る 。T C M  は 、明 確 に 個 人 単 位 の 便 益 額 を 基 礎 と す る 手 法 で あ る 。

ま た 、 C V M  の よ う に 、 経 済 単 位 と し て 世 帯 を 想 定 し 、 個 々 の 世 帯 に よ

る 評 価 額 に 基 づ い て 便 益 を 計 測 す る 手 法 も あ る 。 世 帯 を 単 位 と し た 場 合

で も 、 基 本 的 に は 企 業 そ の 他 の 経 済 単 位 に も た ら さ れ る 便 益 が 、 最 終 的

に は 個 人 に 帰 着 す る と い う 考 え 方 を 採 っ て い る 点 は 同 じ で あ る 。  

 

（ ６ ） 河 川 に 係 る 環 境 整 備 へ の 適 用  

河 川 に 係 る 環 境 整 備 の も た ら す 便 益 を 例 示 す る と 、 表  ３ .１ の よ う に

整 理 す る こ と が で き る 。 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の も た ら す 便 益 を 計 測 す る

た め に は 、 環 境 の 変 化 を 的 確 に 貨 幣 換 算 し て こ れ ら の 便 益 を 把 握 す る こ

と が 必 要 と な る 。  

 

表  ３ .１  河 川 に 係 る 環 境 整 備 が も た ら す 便 益 （ 例 ）  

 

 

 

・ 水 環 境 の 改 善  

・ 生 物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元  

・ 良 好 な 景 観 の 形 成  

・ 人 と 自 然 の 豊 か な 触 れ 合 い 活 動 の 場 の 確 保  

・ 河 川 空 間 利 用 の 増 進 等  
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３ .  ２  便 益 計 測 の 方 法  

（ １ ） 便 益 計 測 の 流 れ と 手 法 の 選 定  

 

経 済 評 価 は 、 ま ず 計 測 す る 便 益 の 特 定 化 、 明 確 化 か ら 始 ま る 。 事 業 に

よ っ て は 複 合 的 な 便 益 を 有 す る も の も あ り 、 ま た 様 々 な 事 業 が 実 施 さ れ

て い る 中 で 特 定 部 分 の 便 益 を 抽 出 し て 計 測 す る 場 合 も あ る 。 便 益 の 特 定

化 を 行 っ た 上 で 、 そ の 計 測 に 適 し た 手 法 を 選 定 し 、 手 法 に よ っ て は 集 計

範 囲 な ど 必 要 な 諸 条 件 を 設 定 す る 。 必 要 な デ ー タ 収 集 ・ 分 析 を 行 い 、 便

益 を 計 測 し た 後 、 そ の 妥 当 性 に つ い て 検 討 す る 。  

主 な 便 益 の 計 測 手 法 に つ い て は 第 7～  9 章 に 記 す 。  

 

 
 

図  ３ .３  便 益 計 測 の 流 れ  

 

・ 便 益 の 計 測 は  

①  計 測 対 象 と す る 便 益 の 特 定 化  

②  手 法 の 選 定  

③  便 益 の 計 測  

④  妥 当 性 の 検 討  

と い う ス テ ッ プ を 踏 ん で 行 う 。  
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（ ２ ） 便 益 計 測 の 手 法  

 

環 境 の 財 の 価 値 は 、 水 や 空 気 の よ う に 一 般 的 に は 価 格 や 市 場 が 存 在 し

な い た め 「 非 市 場 財 」 と 呼 ば れ る 。 河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 便 益 は 、 環 境

の 財 の 価 値 の 増 大 で あ る か ら 非 市 場 財 に 属 す る 。 非 市 場 財 の 価 値 は 、 市

場 価 格 を 用 い る こ と が で き な い た め 、 何 ら か の 間 接 的 な 方 法 に よ っ て 計

測 す る こ と と な る 。そ の た め の 代 表 的 な 手 法 と し て は C V M、T C M、代 替

法 等 が 開 発 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ 以 外 の 計 測 手 法 と し て コ ン ジ ョ イ ン

ト 分 析 法 も 存 在 す る 。  

 

表  ３ .２  環 境 整 備 の 便 益 を 計 測 す る 代 表 的 手 法  
手 法  概  要  特  徴  課  題  

Ｃ Ｖ Ｍ  
（ 仮 想 的 市 場  

評 価 法 ）  

・ ア ン ケ ー ト 等

を 用 い て 事 業

効 果 に 対 す る

住 民 等 の 支 払

意 思 額 を 把 握

し 、 こ れ を も

っ て 便 益 を 計

測 。  

・ 事 業 が も た ら

す 便 益 を 一 括

計 測 す る こ と

が 可 能 。  
・ 計 測 対 象 に 関

し て 制 約 が 少

な い 。  

・ 質 問 方 法 や サ

ン プ ル 特 性 に

よ っ て バ イ ア

ス が 生 じ る 。  

Ｔ Ｃ Ｍ  
（ 旅 行 費 用 法 ）  

・ 対 象 施 設 等 を

訪 れ る 人 が 支

出 す る 交 通 費

や 費 や す 時 間

の 機 会 費 用 を

求 め 、 こ れ を

も っ て 便 益 を

計 測 。  

・ 基 本 的 に 客 観

デ ー タ を 用 い

る 方 法 で 恣 意

性 が 少 な い 。  

・ 複 数 の 目 的 地

を 有 す る 旅 行

者 や 長 期 滞 在

者 の 扱 い が 困

難 。  
・ デ ー タ の 入 手

が 困 難 な 場 合

が あ る 。  
・ 非 利 用 価 値 は

評 価 困 難 。  

代 替 法  

・ 評 価 対 象 と す

る 事 業 と 同 様

な 便 益 を も た

ら す 他 の 市 場

財 で 代 替 す る

場 合 に 必 要 な

費 用 で 当 該 事

業 の も た ら す

便 益 を 計 測 。  

・ 直 感 的 に 理 解

し や す い 。  
・デ ー タ 収 集 が  

比 較 的 容 易 。  

・ 経 済 理 論 的 裏

付 け が 希 薄 。  
・ 適 切 な 代 替 財

が 想 定 で き な

い 場 合 は 評 価

で き な い 。  

 

・ 環 境 整 備 が も た ら す 便 益 は 、直 接 売 買 す る こ と が で き な い 等 の 点 で 一 般

の 商 品 と 異 な る た め 、そ の 計 測 に 当 た っ て は 間 接 的 な 手 法 を 用 い る こ と

と な る 。  
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（ ３ ） 評 価 手 法 の 選 定 の 考 え 方  

 

各 手 法 の 適 用 検 討 に お い て は 、 基 本 的 に は 以 下 に 示 す 考 え 方 に 従 っ て

適 切 な 手 法 を 選 定 し て い く 。  

こ の 他 、 評 価 手 法 と し て は 、 前 項 で 記 し た よ う に 代 替 法 も あ る が 、 経

済 理 論 的 裏 付 け が 希 薄 な ど の 課 題 が 存 在 し 、 基 本 的 に は 他 の 手 法 の 適 用

が 考 え ら れ る こ と か ら 、 こ こ で の 整 理 と し て 、 代 替 法 を 除 い た C V M  と

T C M  の 適 用 の 考 え 方 に つ い て 整 理 を 行 っ て い る 。  

 
C V M  T C M  

○ 主 と し て 、 非 利 用 価 値 の み
か 、利 用 価 値 と 非 利 用 価 値 が

混 在 し た 効 果（ 事 業 ）に お け
る 適 用 。  

○ 原 則 的 に は 、水 環 境 事 業 、自

然 再 生 事 業 、水 辺 整 備 事 業 の
う ち 、周 遊 性 向 上 が 図 ら れ る
「 か わ ま ち づ く り 」事 業 、生

物 の 生 息・生 育 環 境 の 保 全 や
生 物 多 様 性 の 増 加 、良 好 な 景
観 の 形 成 等 が み ら れ る 可 能

性 が 高 い「 水 辺 の 楽 校 」事 業
に お い て 適 用 。  

○ 利 用 価 値 の み で あ る 効 果（ 事
業 ） に お け る 適 用 。  

○ た だ し 、複 数 目 的 地 を 有 す る
旅 行 者 が 存 在 す る よ う な 効
果 （ 事 業 ） や 、 利 用 頻 度 に 関

す る デ ー タ 設 定 が 困 難 な 場
合 に は 、 適 用 が 困 難 で あ る た
め 、 C V M に よ る 計 測 が 必 要 。 

○ 水 辺 整 備 事 業 の う ち 、「 か わ
ま ち づ く り 」、「 水 辺 の 楽 校 」
以 外 の 事 業 （ ダ ム 環 境 整 備 事

業 お よ び 事 業 内 容 が 未 確 定
な 事 業 ） に つ い て は 、 個 別 に
周 遊 性 や デ ー タ 利 用 の 容 易

性 、 非 利 用 価 値 へ の 影 響 を 判
断 し た 上 で T C M を 選 定 。  

図  ３ .４  評 価 手 法 の 選 定 の 考 え 方  

・ 対 象 事 業 の 効 果 を 把 握 す る 適 切 な 手 法 の 選 定 に 際 し 、対 象 事 業 の 効 果 毎

に 、以 下 で 示 す 評 価 手 法 の 選 定 の 考 え 方 や 、手 法 の 特 徴 を 踏 ま え 、総 合

的 に 適 用 す る 手 法 を 判 断 す る 。  
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先 ず 、 評 価 対 象 と な る 事 業 に お け る 効 果 要 素 を 抽 出 す る 。 そ の 後 、 抽

出 し た 効 果 要 素 に 対 し 、 図  ３ .４ の 手 法 の 選 定 の 考 え 方 、 表  ３ .３ の 各

手 法 の 長 所 ・ 短 所 を 踏 ま え て 、 表  ３ .４ に 示 す よ う に 適 用 可 能 な 手 法 を

検 討 し 、 総 合 的 に ど の 評 価 手 法 を 用 い る か を 判 断 す る 。  

 

表  ３ .３  各 手 法 の 特 徴  

手 法  内 容  
各 手 法 の 一 般 的 な 特 徴  

長 所  短 所  

仮 想 的 市 場

評 価 法  
（ C V M）  

ア ン ケ ー ト

調 査 に よ り

事 業 の 効 果

に 対 す る 回

答 者 の 支 払

意 思 額 を 尋

ね 、 こ れ を

も と に 便 益

を 計 測 す る

方 法  

・ 適 用 範 囲 が 広 く 、 歴 史

的 ・ 文 化 的 に 貴 重 な 施 設

の 存 在 価 値 を は じ め と

し て 、 原 則 的 に あ ら ゆ る

効 果 を 対 象 に で き る 。  

・ ア ン ケ ー ト に お い て 価 格

を 直 接 的 に 質 問 す る た

め 、 適 切 な 手 順 ・ ア ン ケ

ー ト 内 容 と し な い と バ

イ ア ス が 発 生 し 、 推 計 精

度 が 低 下 す る 。  
・ 仮 想 的 な 状 況 に 対 す る 回

答 で あ る た め 、 結 果 の 妥

当 性 の 確 認 が 難 し い 。  
・ 回 答 者 の 予 算 に 制 約 が あ

る こ と を 認 識 し て も ら

う 必 要 が あ る 。  
・ 負 の 支 払 意 思 額 を 推 計 す

る こ と が で き な い 。  
旅 行 費 用 法  
（ T C M）  

施 設 を 訪 れ

る 人 が 支 出

す る 交 通 費

や 費 や す 時

間 を も と に

便 益 を 計 測

す る 方 法  

・ 客 観 的 な デ ー タ （ 来 訪 者

数 、 旅 行 費 用 な ど ） を 用

い て 分 析 を 行 う た め 、 分

析 方 法 や 結 果 の 妥 当 性

を 確 認 し や す い 。  
・ レ ク リ ェ ー シ ョ ン 行 動 に

基 づ く 分 析 手 法 で あ る

た め 、 観 光 地 な ど の レ ク

リ ェ ー シ ョ ン に 関 す る

価 値 の 分 析 に 適 す る 。  

・ 利 用 実 態 に 関 す る デ ー タ

（ 事 業 が あ る 場 合 と な

い 場 合 の 出 発 地 別 の 来

訪 者 数 等 ） の 入 手 が 困 難

な 場 合 が あ る 。  
・ レ ク リ ェ ー シ ョ ン 行 動 に

結 び つ か な い 価 値 （ 歴 史

的 ・ 文 化 的 に 貴 重 な 施 設

の 存 在 価 値 ） の 計 測 は 困

難 。  
・ 複 数 の 目 的 地 を 有 す る 旅

行 者 や 長 期 滞 在 者 の 扱

い 、 代 替 施 設 の 設 定 な ど

の 分 析 が 困 難 。  
代 替 法  評 価 対 象 と

す る 事 業 と

同 様 の 便 益

を も た ら す

他 の 市 場 財

の 価 格 を も

と に 便 益 を

計 測 す る 方

法  

・ 計 算 方 法 が 理 解 し や す

く 、 比 較 的 簡 易 に 分 析 が

可 能 。  

・ 適 切 な 代 替 財 が 設 定 で き

な い 場 合 は 適 用 で き な

い 。  
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表  ３ .４  評 価 対 象 事 業 の 効 果 と 計 測 手 法 の 整 理 イ メ ー ジ  

CVM TCM 代替法

水質改善 非利用 ○

△
レクリエーション行動
との結びつきが弱い
ため、適用が困難

△
○○財での代替が考

えられる

上水利用 利用 ○
×

レクリエーション行動
に反映されない

△
◆◆財での代替が考

えられる

生態系の保全 非利用 ○

△
レクリエーション行動
との結びつきが弱い
ため、適用が困難

×
適切な代替財が設定

できない

景観の改善 非利用 ○

△
レクリエーション行動
との結びつきが弱い
ため、適用が困難

×
適切な代替財が設定

できない

水辺利用の場
の提供

利用 ○ ○
×

適切な代替財が設定
できない

教育の場の提
供

利用 ○ ○
×

適切な代替財が設定
できない

： ： ： ： ：

非利用価値、利用価
値を一括して評価可
能

複数の効果のうち、
利用価値のみ評価可
能

適切な代替財が設定
できるもののみ評価
可能

総合評価

　　　　　　　　　　　　　手法
効果
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３ .  ３  調 査 範 囲  

 

（ １ ） 調 査 範 囲 の 考 え 方  

支 払 意 思 額 を 把 握 す る た め の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る 範 囲 （ 調 査 範

囲 ） は 、 事 業 効 果 が 及 ぶ 範 囲 （ 受 益 範 囲 ） を 予 測 し 、 そ れ を も と に し た

支 払 意 思 額 を 集 計 す る 範 囲 （ 集 計 範 囲 ） を 含 む よ う に 設 定 す る 必 要 が あ

る （ 図 ３ ． ５ 参 照 ）。  

調 査 範 囲 の 設 定 は 便 益 計 測 結 果 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す た め 、 そ の 根 拠

を 明 ら か に す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 既 存 の 調 査 事 例 や 事 前 調 査 の 結 果

等 を も と に 、 便 益 の 集 計 範 囲 を 予 想 し た 上 で 、 そ の 範 囲 を 含 む よ う に 調

査 範 囲 を 設 定 す る 。  

 

 
( 出 典 ) ： 仮 想 的 市 場 評 価 法 （ C V M ） 適 用 の 指 針 ， 平 成 2 1 年 7 月 ， 国 土 交 通 省  

図 ３ ． ５  調 査 範 囲 の 設 定 の 概 要  

 

（ ２ ） 調 査 範 囲 の 取 り 扱 い  

現 在 の 事 業 評 価 で は 、 便 益 の 集 計 範 囲 は 過 大 に な ら な い よ う 、 本 調 査

と 同 じ か 、 よ り 大 き め の 範 囲 で 予 備 調 査 を 実 施 し 、 本 調 査 範 囲 は 便 益 の

集 計 範 囲 と あ わ せ る こ と を 基 本 と す る 。  

 

 

・ 調 査 範 囲 の 設 定 に つ い て は 、 便 益 計 測 結 果 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す た め 、

既 存 の 調 査 事 例 や 事 前 調 査 の 結 果 等 か ら 設 定 根 拠 を 明 確 に し た 上 で 、調

査 範 囲 を 設 定 す る 。  
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３ .  ４  社 会 的 割 引 率  

 

（ １ ） 社 会 的 割 引 率 の 考 え 方  

社 会 資 本 整 備 事 業 の 場 合 、 そ の 費 用 及 び 便 益 の 発 現 が 長 期 間 に わ た る

こ と が 多 く 、 全 て の 事 業 に お い て 、 過 去 及 び 将 来 に わ た っ て 発 生 す る 費

用 及 び 便 益 を 、 社 会 的 割 引 率 を 用 い て 現 在 価 値 に 換 算 す る 必 要 が あ る 。  

社 会 的 割 引 率 の 設 定 に つ い て は 、 理 論 的 に は 、 ① 資 本 機 会 費 用 に よ り

設 定 す る 方 法 と ② 社 会 的 時 間 選 好 に よ り 設 定 す る 方 法 が 考 え ら れ る が 、

実 務 的 に は 、 ② の 考 え 方 に 基 づ き 社 会 的 割 引 率 を 設 定 す る こ と は 困 難 で

あ る 。  

そ こ で 、 現 在 、 課 題 は あ る も の の 、 ① の 考 え 方 に 基 づ き 、 市 場 利 子 率

を 参 考 に 社 会 的 割 引 率 が 設 定 さ れ て い る 。  

具 体 的 に は 、国 債 等 の 実 質 利 回 り を 参 考 値 と し て 、社 会 的 割 引 率 を 4％

と 設 定 し て い る 。  

な お 、 国 債 は 我 が 国 に お け る 代 表 的 な リ ス ク の 少 な い 債 券 で あ る 。 現

状 の 費 用 便 益 分 析 に お い て は 、 社 会 的 割 引 率 の 中 で リ ス ク を 考 慮 し て い

な い の で 、 国 債 の 実 質 利 回 り が 参 考 値 と し て 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 国

債 の 実 質 利 回 り は 、政 府 の 資 金 調 達 コ ス ト を 表 し て い る と も 考 え ら れ る 。 

 

（ ２ ） 現 在 価 値 化 の 基 準 時 点 の 考 え 方  

現 在 価 値 化 の 基 準 時 点 は 、 理 解 の 容 易 さ を 考 慮 し 、 評 価 を 実 施 す る 年

度 と す る 。  

 

・ 社 会 的 割 引 率 は 全 事 業 に お い て 当 面 ４ ％ を 適 用 し 、 現 在 価 値 化 す る 。  

・ 社 会 的 割 引 率 の 設 定 に つ い て は 、 今 後 の 研 究 事 例 等 を 参 考 と し な が ら 、

必 要 に 応 じ て そ の 見 直 し を 行 う 。  



22 

 

３ .  ５  残 存 価 値  

 

（ １ ） 残 存 価 値 の 考 え 方  

残 存 価 値 は 、 理 論 的 に は 以 下 の 式 、 す な わ ち 、 評 価 期 間 以 降 も 施 設 が

永 久 に 継 続 す る 場 合 の 純 便 益 に よ っ て 与 え ら れ る 。  

   

た だ し 、  

T： 評 価 期 間 、 r： 社 会 的 割 引 率 、 B t： t 年 次 の 便 益 、 C t： t 年 次 の 費 用  

 

（ ２ ） 残 存 価 値 の 取 り 扱 い  

公 共 事 業 に よ っ て 整 備 さ れ る 施 設 は 、 一 般 的 に 評 価 期 間 以 降 も 適 切 な

維 持 管 理 に よ っ て そ の 施 設 と し て の 価 値 を 発 揮 し 続 け る と 考 え ら れ る こ

と か ら 、 当 該 事 業 の 評 価 期 間 末 に お け る 残 存 価 値 を 計 上 す る 場 合 は 、 理

論 的 な 考 え 方 に 則 り 、 評 価 期 間 以 降 に 発 生 す る 純 便 益 （ ＝ 評 価 期 間 評 価

費 用 － 評 価 期 間 以 降 の 便 益 ） を 算 定 し 、 こ れ を 便 益 と し て 計 上 す る 。  

た だ し 、 評 価 期 間 以 降 に 発 生 す る 純 便 益 を 遠 い 将 来 に わ た っ て 計 測 す

る こ と が 実 務 的 に 困 難 で 、 残 存 価 値 が 無 視 で き な い ほ ど 大 き い 場 合 は 、

以 下 の よ う な 方 法 で 評 価 期 間 末 に お け る 資 産 額 を 求 め 、 そ れ を 残 存 価 値

と し て も よ い ※ １ ）。 な お 、 こ の よ う な 方 法 を 用 い る 場 合 は 、 そ の 旨 を 明

記 す る 。  

 

・ 残 存 価 値 を 計 上 す る 場 合 は 、理 論 的 な 考 え 方 に 則 り 、評 価 期 間 以 降 に 発

生 す る 純 便 益 （ ＝ 評 価 期 間 評 価 費 用 － 評 価 期 間 以 降 の 便 益 ） を 算 定 し 、

こ れ を 便 益 と し て 計 上 す る 。  

・ た だ し 、評 価 期 間 以 降 に 発 生 す る 純 便 益 を 遠 い 将 来 に わ た っ て 計 測 す る

こ と が 実 務 的 に 困 難 な 場 合 は 、非 償 却 資 産 に つ い て は 取 得 時 の 価 格 等 に

よ っ て 、償 却 資 産 に つ い て は 企 業 会 計 の 減 価 償 却 の 概 念 の 援 用 等 に よ っ

て 求 め た 評 価 期 間 末 の 資 産 の 額 を 残 存 価 値 と し て も よ い 。  

・ な お 、事 業 の 評 価 期 間 末 に お い て 、非 償 却 資 産 や 耐 用 年 数 に 達 し て な い

な ど に よ り 十 分 な 価 値 を 有 す る 償 却 資 産 が 残 る 場 合 は 、そ の 資 産 を 残 存

価 値 と し て 計 上 し て も よ い 。  
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※ 1）な お 、土 地 の 取 得 価 格 や 減 価 償 却 の 概 念 の 援 用 に よ り 残 存 価 値 を 算 定

す る 等 の 方 法 は 、「評 価 期 間 以 降 に 発 生 す る 純 便 益 」の 算 定 が 困 難 な 場

合 に 、 代 替 的 に 適 用 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て こ の 場 合 に お い て も 、

前 提 と な る 考 え 方 は 「 評 価 期 間 以 降 も 施 設 を 供 用 し 続 け る 」 と い う も

の で あ る た め 、 評 価 期 間 末 に お け る 施 設 の 除 却 費 用 等 を 考 慮 す る 必 要

は 特 に な い 。  

 

土 地 等 の 非 償 却 資 産 に つ い て は 、 一 般 的 に 評 価 期 間 末 の 価 値 の 想 定 が

困 難 で あ る た め 、 取 得 時 の 価 格 に 基 づ き 残 存 価 値 を 算 定 す る 。  

た だ し 、 土 地 の 造 成 や 埋 め 立 て な ど が 行 わ れ 、 土 地 の 資 質 の 改 善 ・ 新

た な 用 地 の 造 成 が な さ れ た 場 合 に は 、 便 益 と の 二 重 計 上 に 留 意 し つ つ 、

評 価 時 点 で の 実 勢 価 格 等 を 参 考 に 評 価 期 間 末 の 価 格 を 想 定 し 、 残 存 価 値

を 算 定 す る 。  

償 却 資 産 に つ い て は 、 当 該 施 設 （ 資 産 ） の 耐 用 年 数 経 過 時 の 残 存 価 値

を 適 切 に 設 定 す る （ 例 え ば 、 企 業 会 計 の 減 価 償 却 の 概 念 を 援 用 し た 定 額

法 等 ）。  

残 存 価 値 を 計 上 し な い 事 業 、 特 に 水 質 保 全 や 自 然 再 生 で は 以 下 の よ う

な も の が 挙 げ ら れ る 。  

・ 用 地 費 が 発 生 し な い  

・ 掘 削 や 浚 渫 の み で 償 却 資 産 を 整 備 し な い  

・ 償 却 資 産 の 整 備 で あ っ て も 、 評 価 期 間 内 に 償 却 さ れ る も の  等  

 

３ .  ６  評 価 期 間 の 設 定  

 

（ １ ） 評 価 期 間 の 設 定 の 考 え 方  

費 用 便 益 分 析 の 評 価 の 対 象 期 間 は 、「 治 水 経 済 調 査 マ ニ ュ ア ル （ 案 ）」

に お け る 評 価 期 間 と 併 せ て 5 0  年 間 と す る 。  

ま た 、 5 0  年 間 を 計 測 す る 基 準 年 は 、基 本 的 に 全 体 供 用 時 と す る 。全 体

供 用 時 と は 河 川 の 環 境 整 備 の 特 性 を 考 慮 し 、 モ ニ タ リ ン グ 及 び 事 業 に

対 す る 評 価 が 完 了 し 効 果 発 現 が 明 確 に な っ た 時 点 を 言 う 。  

な お 、 便 益 の 発 生 は 各 事 業 内 容 の 特 性 毎 に 判 断 し 、 効 果 発 現 が 見 込 め

る 適 切 な 時 期 か ら と す る 。  

・「 治 水 経 済 調 査 マ ニ ュ ア ル （ 案 ）」 と 同 様 に 評 価 期 間 を 5 0  年 間 で 行 う こ

と と し 、 全 体 供 用 時 ＋ 5 0  年 間 を 基 準 と す る こ と を 基 本 と す る 。  
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３ .  ７  費 用 の 計 測  

 

用 地 費 、補 償 費 、建 設 費 、維 持 管 理 費 等 費 用 は 、事 業 の 特 性 を 踏 ま え 、

可 能 な 限 り 、 評 価 の 対 象 期 間 に 発 生 す る も の を 計 上 す る と と も に 、 そ の

発 生 す る 時 期 を 明 確 に す る 。  

維 持 管 理 費 に つ い て は 、 基 本 的 に は 過 去 に 発 生 し た も の に つ い て は 実

績 値 を 用 い る も の と し 、 将 来 発 生 す る も の に つ い て は 毎 年 の 定 常 的 な 維

持 管 理 費 と 突 発 的 ・ 定 期 的 に 支 出 さ れ る 設 備 交 換 等 の 費 用 を 積 算 す る 。  

な お 、 地 方 公 共 団 体 等 の 事 業 が 一 体 と な っ て 事 業 効 果 を 発 現 す る 事 業

に つ い て は 、 地 方 公 共 団 体 が 支 出 す る 費 用 も 適 切 に 計 上 す る 。  

過 去 に 発 生 し た 費 用 は 、 物 価 変 動 分 を 除 去 す る た め に 評 価 基 準 年 で あ

る 評 価 年 の 実 質 価 格 に 変 換 す る 必 要 が あ り 、 国 土 交 通 省 総 合 政 策 局 情 報

政 策 課 建 設 経 済 統 計 調 査 室 が 毎 年 公 表 し て い る 建 設 工 事 費 「 河 川 」 の デ

フ レ ー タ を 用 い て 実 質 価 格 に 置 き 換 え た 後 、 社 会 的 割 引 率 を 用 い て 現 在

価 値 化 す る 。  

評 価 の 対 象 期 間 に 費 用 と し て 発 生 す る こ と が 想 定 さ れ る が 、 別 の 事 業

と し て 取 り 扱 わ れ て い る 場 合 や 、 事 前 の 想 定 が 困 難 な 場 合 な ど 、 何 ら か

の 理 由 に よ り 費 用 便 益 分 析 の 費 用 と し て 計 上 し な い 場 合 は 、 そ の 費 目 、

さ ら に 計 上 さ れ な い 理 由 を 明 ら か に す る 。  

 

ま た 、 便 益 計 測 に 際 し て は 、 計 測 対 象 事 業 に お い て 発 生 す る 効 果 の み

を 捉 え る べ き で あ る が 、 例 え ば 水 質 改 善 効 果 の よ う に 当 該 事 業 の み な ら

ず 下 水 道 事 業 に よ る 効 果 な ど が 含 ま れ て し ま う 場 合 は 、 そ の 分 の 便 益 を

差 し 引 く か 、 そ の 分 の 費 用 を 計 上 す る 必 要 が あ る 。 現 在 、 こ の 便 益 あ る

い は 費 用 の 按 分 方 法 に は 統 一 的 な も の が な く 今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 さ

れ て い る が 、 以 下 に 按 分 方 法 の 一 例 を 示 す 。  

・ 費 用 は 、 用 地 費 、 補 償 費 、 建 設 費 、 維 持 管 理 費 等 、 適 切 な 費 用 の 範 囲 を

設 定 し 、 適 切 な 手 法 に 基 づ い て 現 在 価 値 化 を 行 う 。  

・ 維 持 管 理 費 に つ い て は 、過 去 に 発 生 し た も の に つ い て は 実 績 を 用 い る こ

と と し 、将 来 値 に つ い て は 毎 年 の 定 常 的 な 維 持 管 理 費 と 突 発 的 ・ 定 期 的

に 支 出 さ れ る 設 備 交 換 等 の 費 用 を 積 算 す る 。  

・ 既 に 発 生 し て い る 費 用 に つ い て は 、物 価 変 動 分 を 除 去 す る た め に デ フ レ

ー タ を 考 慮 し 実 質 価 格 に 変 換 し た 後 、社 会 的 割 引 率 を 用 い て 現 在 価 値 化

す る 。  
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① 事 業 の 寄 与 度 に よ り 効 果 を 按 分 す る 方 法 の 例 （ 水 質 改 善 効 果 ）  

計 測 対 象 効 果 ： 水 質 改 善 効 果  

計 測 対 象 事 業 ： 河 川 事 業 、 下 水 道 事 業 （ 下 水 道 処 理 の 高 度 化 ）  

効 果 に 寄 与 す る 計 測 対 象 外 事 業 ： 下 水 道 事 業 （ 下 水 処 理 能 力 の 増 大 ）  

 

＜ 計 測 の 前 提 条 件 ＞  

・C V M  の ア ン ケ ー ト 調 査 に お い て 水 質 改 善 に 下 水 処 理 能 力 の 拡 大 事 業 が 寄

与 し て い る こ と を 示 し た 上 で W T P  を 把 握  

・ 水 質 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 に よ り 効 果 に 対 す る 各 事 業 の 寄 与 率 を 算 出  

＜ 計 測 手 順 ＞  

・ W T P  か ら 推 計 さ れ る 便 益 額 に 計 測 対 象 事 業 の 寄 与 率 を 乗 じ て 、対 象 事 業

に よ る 便 益 額 を 算 出  

 

② 発 現 す る 効 果 に 対 す る 全 て の 費 用 を 計 上 す る 方 法 の 例 （ 水 質 改 善 効 果 ）  

計 測 対 象 効 果 ： 水 質 改 善 効 果  

計 測 対 象 事 業 ： 河 川 事 業  

効 果 に 寄 与 す る 計 測 対 象 外 事 業 ： 下 水 道 整 備 事 業  

 

＜ 計 測 の 条 件 ＞  

・C V M  の ア ン ケ ー ト 調 査 に お い て 水 質 改 善 に 下 水 道 事 業 が 寄 与 し て い る こ

と を 示 し た 上 で W T P  を 把 握  

・ 下 水 道 事 業 の 効 果 計 測 が 行 わ れ て い る  

＜ 計 測 手 順 ＞  

・下 水 道 事 業 に お け る 効 果 の う ち 、河 川 評 価 で 計 測 対 象 と し て い る 効 果（ 公

共 用 水 域 改 善 ） 相 当 分 の 便 益 比 率 を 用 い て 下 水 道 事 業 費 を 按 分  

・ 河 川 環 境 整 備 事 業 費 に 下 水 道 事 業 費 を 加 算 し 、 一 体 的 に 評 価  

 



26 

 

３ .  ８  費 用 便 益 分 析 の 実 施  

 

（ １ ） 評 価 指 標 の 種 類  

費 用 便 益 分 析 の 評 価 指 標 と し て は 様 々 な も の が 考 え ら れ る が 、 一 般 的

に 純 現 在 価 値（ N P V：N e t  P r e s e n t  Va l u e）、費 用 便 益 比（ C B R：C o s t  B e n e f i t  

R a t i o 「 B / C 」 と 表 記 さ れ る こ と が 多 い ）、 経 済 的 内 部 収 益 率 （ E I R R ：

E c o n o m i c  I n t e r n a l  R a t e  o f  R e t u r n） が 用 い ら れ て い る 。  
 

表  ３ .５  費 用 便 益 分 析 の 主 な 評 価 指 標 と 特 徴  
評 価 指 標  定 義  特 徴  

純 現 在 価 値  
（ N P V：N e t  P r e s e n t  
Va l u e ）  

 

・ 事 業 実 施 に よ る 純 便 益 の 大 き

さ を 比 較 で き る 。  
・ 社 会 的 割 引 率 に よ っ て 値 が 変

化 す る 。  

費 用 便 益 比  
（ C B R ： C o s t  
B e n e f i t  R a t i o ）  
※ 以 下 、 B / C と 表 記  

     
ΣB t / ( 1 + ) - 1  

= 1  

 
ΣC t / ( 1 + ) - 1  

= 1  
 

・ 単 位 投 資 額 あ た り の 便 益 の 大

き さ に よ り 事 業 の 投 資 効 率 性

を 比 較 で き る 。  
・ 社 会 的 割 引 率 に よ っ て 値 が 変

化 す る 。  
・ 事 業 間 の 比 較 に 用 い る 場 合 は 、

各 費 目（ 営 業 費 用 、維 持 管 理 費

用 、等 ）を 便 益 側 に 計 上 す る か 、

費 用 側 に 計 上 す る か 、考 え 方 に

注 意 が 必 要 で あ る 。  
経 済 的 内 部 収 益 率  
（ E I R R ： E c o n o m i c  
I n t e r n a l  R a t e  o f  
R e t u r n ）   

と な る i 0  

・ 社 会 的 割 引 率 と の 比 較 に よ っ

て 事 業 の 投 資 効 率 性 を 判 断 で

き る 。  
・ 社 会 的 割 引 率 の 影 響 を 受 け な

い 。  

た だ し 、 n ： 評 価 期 間 、 ： t 年 次 の 便 益 、  : t 年 次 の 費 用 、 i ： 社 会 的 割 引 率  

 

・ 事 業 評 価 に あ た っ て は 、原 則 と し て 費 用 便 益 分 析 に よ り 、事 業 の 投 資 効

率 性 を 評 価 す る 。  

・ 事 業 の 投 資 効 率 性 を 様 々 な 視 点 か ら 判 断 で き る 環 境 を 整 え 、事 業 評 価 結

果 の 透 明 性 を 高 め る た め 、純 現 在 価 値 、費 用 便 益 比 、経 済 的 内 部 収 益 率

の 3  指 標 を 示 す 。  

・ 費 用 便 益 分 析 の 実 施 に あ た っ て は 、常 に 最 新 の デ ー タ を 用 い る よ う 努 め

る 。ま た 、費 用 便 益 分 析 の 結 果 は 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 の 影 響 を 受 け る

こ と か ら 、こ れ に よ り 算 定 に 係 る 条 件 設 定 や デ ー タ 等 を 見 直 す 必 要 が あ

る 場 合 は 、 適 宜 、 費 用 便 益 分 析 結 果 を 見 直 す 。  
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（ ２ ） 費 用 便 益 分 析 の 取 り 扱 い  

事 業 評 価 は 、 事 業 の 投 資 効 率 性 や 波 及 的 影 響 、 実 施 環 境 と い っ た 多 様

な 視 点 か ら 総 合 的 に 行 う べ き も の で あ る 。  

そ の 中 で 、 あ る 事 業 が そ の 投 資 に 見 合 っ た 成 果 を 得 ら れ る も の で あ る

か ど う か を 確 認 す る こ と が 重 要 で あ る こ と か ら 、 事 業 評 価 に あ た っ て は

原 則 と し て 費 用 便 益 分 析 を 行 い 、 事 業 の 投 資 効 率 性 を 評 価 し 、 そ の 結 果

を 事 業 採 択 時 の 判 断 材 料 の 一 つ と し て 活 用 す る 。  

そ の 際 、 投 資 効 率 性 に つ い て 、 純 現 在 価 値 、 費 用 便 益 比 、 経 済 的 内 部

収 益 率 の 3  指 標 を 示 す 。  
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４ .  感 度 分 析  

４ .  １  目 的  

 

（ １ ） 感 度 分 析 の 必 要 性  

感 度 分 析 を 実 施 し 、 主 要 な 影 響 要 因 が 変 化 し た 場 合 の 費 用 便 益 分 析 結

果 へ の 影 響 の 度 合 い を 把 握 す る こ と で 、 事 前 に 事 業 を と り ま く 不 確 実 性

を 的 確 に 認 識 し 、 継 続 的 な 確 認 に よ る 適 切 な 事 業 の 執 行 管 理 や 効 率 性 低

下 等 へ の 対 応 策 の 実 施 な ど を 適 時 的 確 に 講 じ る こ と に よ り 、 事 業 の 効 率

性 の 維 持 向 上 を 図 る 。  

感 度 分 析 を 実 施 し 、費 用 便 益 分 析 の 結 果 を 幅 を 持 っ て 示 す こ と に よ り 、

国 民 へ の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 向 上 を 図 る 。  

費 用 便 益 分 析 に お け る 感 度 分 析 の 結 果 と 、 再 評 価 、 事 後 評 価 の 結 果 に

よ る 実 現 し た 状 況 と を 比 較 ・ 分 析 す る こ と に よ り 、 費 用 便 益 分 析 や 感 度

分 析 の 手 法 や 数 値 を 見 直 す な ど 、 そ の 精 度 や 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 。  

 

（ ２ ） 感 度 分 析 の 検 討  

感 度 分 析 の 導 入 に つ い て は 、 各 事 業 特 性 に 応 じ た 検 討 を 踏 ま え る も の

と す る 。  

 

・ 事 業 の 適 切 な 執 行 管 理 や 国 民 へ の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果 た す と と も

に 、事 業 評 価 の 精 度 や 信 頼 性 の 向 上 を 図 る た め 、将 来 の 不 確 実 性 を 考 慮

し た 事 業 評 価 を 実 施 す る 。  

・ 費 用 便 益 分 析 結 果 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い て 感 度 分 析 を 実 施

し 、そ の 要 因 が 変 化 し た 場 合 の 費 用 便 益 分 析 結 果 へ の 影 響 の 大 き さ 等 を

把 握 す る と と も に 、 費 用 便 益 分 析 結 果 を 幅 を 持 っ て 示 す 。  
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４ .  ２  感 度 分 析 の 実 施  

 

（ １ ） 感 度 分 析 の 手 法  

感 度 分 析 に は 、 以 下 に 示 す 3  つ の 手 法 が あ る 。  

 

表  ４ .１  感 度 分 析 の 手 法  
感 度 分 析 の 手 法  各 手 法 の 概 要  ア ウ ト プ ッ ト  
要 因 別 感 度 分 析  分 析 で 設 定 し た 前 提 条 件 や 仮 定

の う ち 、 一 つ だ け を 変 動 さ せ た

場 合 の 分 析 結 果 へ の 影 響 を 把 握

す る 手 法  

一 つ の 前 提 条 件・仮 定

が 変 動 し た と き の 分

析 結 果 が と り う る 値

の 範 囲 （ 図  ４ .１ ）  
上 位 ケ ー ス ・  
下 位 ケ ー ス 分 析  

分 析 で 設 定 し た 前 提 条 件 や 仮 定

の う ち 、 主 要 な も の 全 て を 変 動

さ せ た 場 合 に 、 分 析 結 果 が 良 好

に な る 場 合 （ 上 位 ケ ー ス シ ナ リ

オ ） や 悪 化 す る 場 合 （ 下 位 ケ ー

ス シ ナ リ オ ）を 設 定 し  、分 析 結

果 の 幅 を 把 握 す る 手 法  

主 要 な 全 て の 前 提 条

件・仮 定 が 変 動 し た と

き の 分 析 結 果 が と り

う る 値 の 範 囲  
（ 図  ４ .１ ）  

モ ン テ カ ル ロ  
感 度 分 析  

分 析 で 設 定 し た 前 提 条 件 や 仮 定

の 主 要 な も の 全 て の 変 数 に 確 率

分 布 を 与 え 、 モ ン テ カ ル ロ シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 、 分 析 結

果 の 確 率 分 布 を 把 握 す る 手 法  

主 要 な 全 て の 前 提 条

件・仮 定 が 変 動 し た と

き の 分 析 結 果 の 確 率

分 布  

参 考 資 料： A n t h o n y  E .  B r o a d m a n  e t  a l . , " C o s t  B e n e f i t  A n a l y s i s  -  C o n c e p t s  
a n d  P r a c t i c e  - " , P r e n t i c e  H a l l  

 

 
図  ４ . １  感 度 分 析 及 び 上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 の ア ウ ト プ ッ ト イ メ ー ジ  

・ 新 規 事 業 採 択 時 評 価 、 再 評 価 に お い て 、 費 用 便 益 分 析 と 併 せ て 、 要 因 別

感 度 分 析 を 実 施 す る 。  

・要 因 別 感 度 分 析 や 再 評 価・事 後 評 価 の 実 施 結 果 等 の 蓄 積 を 踏 ま え 、順 次 、

新 規 事 業 採 択 時 評 価 、再 評 価 に お い て 、上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 を

実 施 す る よ う に 努 め る 。  

・ 感 度 分 析 の 結 果 は 、影 響 要 因 と そ の 変 動 幅 を 費 用 便 益 分 析 の 結 果 と 併 せ

て 公 表 す る 。  
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（ ２ ） 要 因 別 感 度 分 析  

① 影 響 要 因 の 設 定  

・ 分 析 対 象 事 業 の 特 性 や 事 業 環 境 等 を 考 慮 し 、 当 該 事 業 の 評 価 結 果 に 大

き な 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 需 要 量 、 事 業 費 、 工 期 な ど 主 要 な 影 響

要 因 を 適 切 に 設 定 す る 。 ※ １ ）  

・ 影 響 要 因 は 、 同 種 事 業 の 再 評 価 や 事 後 評 価 の 結 果 か ら 得 ら れ る デ ー タ

に 基 づ い て 設 定 す る こ と が 望 ま し い が 、 デ ー タ の 蓄 積 が 不 十 分 で あ る

場 合 に つ い て は 、類 似 事 業 等 で の 感 度 分 析 の 実 施 事 例 や 、実 務 経 験 者 、

有 識 者 の 意 見 等 に 基 づ い て 設 定 す る 。  

※ 1） 将 来 の G D P（ 実 質 ） が 変 化 す る こ と を 想 定 し 、 原 単 位 等 も こ れ

に 対 応 し て 設 定 し て い る 場 合 、G D P  を 影 響 要 因 と し て 感 度 分 析 を

行 う 際 に は 、 こ れ ら の 原 単 位 等 も 変 動 す る こ と に 留 意 す る 。  

 

② 影 響 要 因 の 基 本 ケ ー ス 値 の 設 定  

・ 影 響 要 因 の 基 本 ケ ー ス 値 は 、 評 価 の 時 点 に お い て も っ と も 確 か ら し い

と 考 え ら れ る 前 提 条 件 や 仮 定 と し て 設 定 さ れ た 値 と す る 。  

 

③ 影 響 要 因 の 変 動 幅 の 設 定  

・ 変 動 幅 は 、 社 会 経 済 デ ー タ や 同 種 事 業 の 費 用 便 益 分 析 結 果 、 事 例 分 析

等 に 基 づ き 設 定 す る 。  

・ た だ し 、 社 会 経 済 デ ー タ や 同 種 事 業 の 費 用 便 益 分 析 結 果 、 事 例 分 析 等

の 蓄 積 が 不 十 分 な 影 響 要 因 に つ い て は 、 基 本 ケ ー ス 値 の ± 1 0％ を 変 動

幅 の 標 準 と す る 。 そ れ 以 上 に 不 確 実 性 の 度 合 い が 大 き い 又 は 小 さ い と

想 定 さ れ る 影 響 要 因 に つ い て は 、 実 務 経 験 者 や 有 識 者 の 意 見 等 に 基 づ

い て 変 動 幅 を 設 定 す る 。 な お 、 影 響 要 因 の 予 測 値 が 幅 を 持 っ て 示 さ れ

て い る 場 合 に は 、 そ の 幅 を 当 該 影 響 要 因 の 変 動 幅 と し て も よ い 。  
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④ 要 因 別 感 度 分 析 の 実 施 方 法  

・ 分 析 対 象 と す る 影 響 要 因 以 外 の 全 て の 影 響 要 因 を 基 本 ケ ー ス 値 に 設 定

し 、 当 該 影 響 要 因 の み を 変 動 幅 で 変 動 さ せ た 場 合 の 費 用 便 益 分 析 を 実

施 し 、 費 用 便 益 分 析 結 果 へ の 影 響 を 把 握 す る 。  

・ そ の 際 、 各 影 響 要 因 に つ い て 、 費 用 便 益 分 析 の 結 果 が 基 準 値 を 下 回 る

値（ 基 準 値 分 岐 点 ）や 基 本 ケ ー ス 値 か ら 基 準 値 分 岐 点 ま で の 変 動 量（ 許

容 変 動 量 ） に つ い て も 確 認 す る 。  

 

⑤ 要 因 別 感 度 分 析 の 結 果 の 提 示 方 法  

・ 個 別 の 影 響 要 因 の 変 動 が 費 用 便 益 分 析 結 果 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す

か を 把 握 す る た め 、 ま た 、 費 用 便 益 分 析 の 結 果 が 基 準 値 を 下 回 る 変 動

幅 を 確 認 す る た め に 、 各 影 響 要 因 に つ い て 費 用 便 益 分 析 の 変 動 が わ か

る よ う に 感 度 分 析 結 果 を 提 示 す る 。  

・ 各 影 響 要 因 の 変 動 が 費 用 便 益 分 析 結 果 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す か を

比 較 す る た め 、 影 響 要 因 ご と の 費 用 便 益 分 析 の 変 動 が わ か る よ う に 感

度 分 析 結 果 を 提 示 す る 。  

 

 

図  ４ .２  要 因 別 感 度 分 析 の 実 施 手 順  
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（ ３ ） 上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析  
・ 上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 を 実 施 す る 場 合 は 、 次 の 手 順 に 従 っ て 実

施 す る 。  

① 要 因 別 感 度 分 析 の 実 施  

② 上 位 ケ ー ス シ ナ リ オ と 下 位 ケ ー ス シ ナ リ オ の 設 定 ：  

費 用 便 益 分 析 結 果 が 良 好 に な る ケ ー ス （ 上 位 ケ ー ス シ ナ リ オ ） や 悪

化 す る ケ ー ス （ 下 位 ケ ー ス シ ナ リ オ ） を 設 定 。  

③ 上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 の 実 施 ：  

上 位 ケ ー ス シ ナ リ オ と 下 位 ケ ー ス シ ナ リ オ に つ い て 、 費 用 便 益 分 析

を 実 施 し 、 費 用 便 益 分 析 結 果 を 幅 を も っ て 示 す 。  

 

 
図  ４ .３  上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 の 実 施 手 順  

 

（ ４ ） 感 度 分 析 の 影 響 要 因 と 変 動 幅 の 設 定  

・ 感 度 分 析 の 影 響 要 因 に は 以 下 の よ う な 項 目 が 考 え ら れ る 。  

 

・ 変 動 幅 の 設 定 例 と し て 、 次 頁 に 各 事 業 分 野 の 費 用 便 益 マ ニ ュ ア ル 等 に

示 さ れ て い る 設 定 値 を 掲 載 す る 。  

・ 社 会 的 割 引 率  

・ 建 設 期 間  

・ 需 要  

・ 建 設 費  

・ 維 持 管 理 費  等  
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表  ４ .２  主 要 事 業 分 野 の 費 用 便 益 分 析 マ ニ ュ ア ル 等 に お け る 感 度 分 析 の

影 響 要 因 と 変 動 幅  
事 業 分 野  マ ニ ュ ア ル 等 の 名 称  影 響 要 因 、 変 動 幅  

道 路・街 路

費 用 便 益 分 析 マ ニ ュ ア ル

（ 平 成 2 0 年 11 月 ）  

・ 交  通  量 ： ± 1 0％  

・ 事  業  費 ： ± 1 0％  

・ 事 業 期 間 ： ± 1 0％  

港 湾  

港 湾 整 備 事 業 の 費 用 対 効

果 分 析 マ ニ ュ ア ル （ 平 成

2 3 年 6  月 ）  

・ 需  要 ： ± 1 0％  

・ 建  設  費 ： ± 1 0％  

・ 建 設 期 間 ： ± 1 0％  

（ 年 単 位 で 四 捨 五 入 ）  

空 港  

空 港 整 備 事 業 の 費 用 対 効

果 分 析 手 マ ニ ュ ア ル Ve r. 4

（ 平 成 1 8 年 3  月 ）  

・ 需 要 予 測 ： ± 1 0％  

・ 建  設  費 ： ± 1 0％  

・ 建 設 期 間 ： ± 1 0％  

鉄 道  

鉄 道 プ ロ ジ ェ ク ト の 評 価

手 法 マ ニ ュ ア ル 2 0 1 2 年 改

定 版 （ 平 成 2 4 年 7  月 ）  

・ 総  需  要 ： ± 1 0％  

・ 総  費  用 ： ± 1 0％  

・ 建 設 期 間 ： ± 1 0％  

航 路 標 識  

航 路 標 識 整 備 事 業 の 費 用

対 効 果 分 析 マ ニ ュ ア ル（ 平

成 2 1 年 7  月 ）  

・社 会 的 割 引 率：6％（ 基 準 値 4％ ） 

・建 設 期 間：＋ 2 年 あ る い は ＋ 2 0％  

・ 需  要 ： ± 1 0％  

・ 創  設  費 ： ± 1 0％  

 
図  ４ .４  感 度 分 析 の 例  
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４ .  ３  感 度 分 析 結 果 の 取 り 扱 い  

 

（ １ ） 感 度 分 析 結 果 の 意 思 決 定 へ の 反 映  

再 評 価 時 に お い て 費 用 便 益 分 析 の 結 果 が 新 規 事 業 採 択 時 評 価 に お い て

実 施 し た 感 度 分 析 の 変 動 幅 を 超 え た 場 合 、 ま た は 、 事 業 実 施 中 に お い て

事 業 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 等 に よ り 、 こ の 変 動 幅 を 超 え る 予 兆 が 見 出 さ

れ た 場 合 は 、 そ の 原 因 に つ い て 分 析 す る と と も に 、 各 影 響 要 因 に つ い て

設 定 し た 変 動 幅 の 適 正 さ に つ い て 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 、 事 業 の 見 直 し

等 を 検 討 す る 。  

な お 、 感 度 分 析 結 果 を 精 査 す る 必 要 が あ る な ど よ り 精 緻 な 感 度 分 析 を

行 う 場 合 は 、 影 響 要 因 の 分 布 形 も 考 慮 し た 分 析 （ モ ン テ カ ル ロ 分 析 ） を

行 っ て も よ い 。  

 
図  ４ .５  感 度 分 析 結 果 の 取 り 扱 い  

・ 事 業 の 採 択 や 継 続 の 可 否 の 意 思 決 定 に 当 た り 、感 度 分 析 の 結 果 も 判 断 材

料 の 一 つ と し て 扱 う 。  
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５ .  費 用 便 益 分 析 に 関 す る 報 告 書 の 作 成  

事 業 評 価 に あ た っ て は 、 費 用 便 益 分 析 の 算 定 に 係 る 条 件 設 定 や デ ー タ

等 に 関 す る 情 報 を 分 か り や す い 形 で 公 表 す る 必 要 が あ り 、 報 告 書 に は 、

こ れ ま で に 述 べ た 作 業 の 結 果 に つ い て 記 載 す る も の と す る が 、 特 に 次 の

事 項 を 欠 く こ と の な い よ う 留 意 す る 。 ま た 、 調 査 に 用 い た ア ン ケ － ト 票

等 は 全 て 報 告 書 に 添 付 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

① 調 査 期 間  

② 調 査 ・ 集 計 範 囲  

③ 評 価 対 象 事 業 内 容  

④ 評 価 対 象 効 果 内 容  

⑤ ア ン ケ － ト の 詳 細 （ ア ン ケ － ト を 伴 う 場 合 ）  

・ 母 集 団 、 調 査 対 象 者 の 抽 出 方 法 と 数  

・ ア ン ケ － ト 票  

・ 設 問 項 目 毎 の 単 純 集 計 表  

・ 配 布 回 収 方 法 、 配 布 回 収 数  

・ 回 答 者 の 属 性  

・ W T P  推 定 方 法 及 び 推 定 結 果 （ C V M  の 場 合 ）  

・ 総 便 益  

・ 自 由 記 入 欄 へ の 記 述  

⑥ 費 用 （ 事 業 費 ＋ 維 持 管 理 費 等 ）  

⑦ そ の 他 必 要 と 考 え ら れ る 事 項  

⑧ 分 析 結 果  

 

費 用 便 益 分 析 結 果 の と り ま と め に つ い て は 、 下 図 に 示 す よ う に 評 価 箇

所 ご と に 各 種 様 式 を 作 成 し 、 更 に そ れ ら を 総 括 し て 水 系 単 位 の 評 価 結 果

様 式 を 作 成 す る 。 こ れ ら 全 て で 水 系 評 価 結 果 の 1  セ ッ ト と す る 。  

 
図  ５ .１  様 式 の と り ま と め イ メ ー ジ  
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（様式-○）

【概要】

水系・河川名

事業名

事業主体

関係自治体

事業期間

基準（評価）年度

【費用】

事業費 維持管理費 合計

基準年における現在
価値合計（C）

【便益】

供用年度

基準年における現在
価値合計（B）

【費用便益分析結果】

費用便益比（CBR）

純現在価値（NPV）

経済的内部収益率
（EIRR）

便益
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（ 様 式 － ○ ）  

 

成
成

成
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（
様

式
-
○

）
【

費
用

便
益

算
定

シ
ー

ト
】

単
位

：
百
万

円

残
存

価
値
②

t
年

度
便

益
現
在
価

値
現
在

価
値

費
用

現
在
価

値
費

用
現
在
価

値
費
用

現
在

価
値

B C
B/

C
B-

C
費
用

便
益
比

純
現

在
価
値

経
済

的
内
部

収
益

率

総
費

用

年
度

デ
フ

レ
ー

タ
割

引
率

便
益

：
B

整 備 期 間 施 設 完 成 後 の 期 間

合
計

総
便

益

費
用
：

C

便
益
①

計
①
+②

建
設
費
③

維
持

管
理

費
④

計
③
+④

基
準

（
評
価

）
年

度
供
用

年
度

社
会

的
割
引

率
4%
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＜様式の記入例＞

（様式-○）

【概要】

水系・河川名

事業名

事業主体

関係自治体

事業期間

基準（評価）年度

【費用】

事業費 維持管理費 合計

基準年における現在
価値合計（C）

26,872百万円 685百万円 27,558百万円

【便益】

供用年度

基準年における現在
価値合計（B）

【費用便益分析結果】

費用便益比（CBR）

純現在価値（NPV）

経済的内部収益率
（EIRR）

7.8%

2008年度（平成20年度）

便益

2012年度（平成24年度）

76,294百万円

2.77

48,736百万円

○○水系

○○河川環境整備事業

○○河川国道事務所

○○市、●●市、△△市の計3自治体

1985～2011年度（昭和60～平成23年度）
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（様式-○）
【費用便益算定シート】

単位：百万円

残存価値②
t 年度 便益 現在価値 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値
-23 S60 1.227 2.465 95 286 95 286
-22 S61 1.226 2.370 140 407 140 407
-21 S62 1.201 2.279 132 362 132 362
-20 S63 1.171 2.191 149 382 149 382
-19 H1 1.108 2.107 159 371 159 371
-18 H2 1.066 2.026 415 896 415 896
-17 H3 1.036 1.948 893 1,804 893 1,804
-16 H4 1.020 1.873 948 1,811 948 1,811
-15 H5 1.017 1.801 1,646 3,016 1,646 3,016
-14 H6 1.014 1.732 1,195 2,098 1,195 2,098
-13 H7 1.009 1.665 1,306 2,194 7 12 1,313 2,206
-12 H8 1.008 1.601 1,375 2,220 7 11 1,382 2,231
-11 H9 1.001 1.539 1,270 1,956 7 11 1,277 1,967
-10 H10 1.018 1.480 1,762 2,655 7 10 1,769 2,665
-9 H11 1.027 1.423 1,003 1,467 7 10 1,010 1,477
-8 H12 1.025 1.369 453 635 7 10 459 645
-7 H13 1.046 1.316 298 410 19 26 317 437
-6 H14 1.059 1.265 246 330 19 25 265 355
-5 H15 1.053 1.217 261 335 19 24 280 359
-4 H16 1.043 1.170 251 306 19 23 270 330
-3 H17 1.031 1.125 415 481 19 22 434 504
-2 H18 1.019 1.082 341 376 20 22 360 397
-1 H19 1.000 1.040 500 520 20 21 520 541
0 H20 1.000 1.000 422 422 20 20 442 442
1 H21 1.000 0.962 2,188 2,104 2,104 434 417 20 19 454 437
2 H22 1.000 0.925 2,188 2,023 2,023 394 364 20 18 414 383
3 H23 1.000 0.889 2,188 1,945 1,945 396 352 20 18 416 370
4 H24 1.000 0.855 3,677 3,143 3,143 20 17 20 17
5 H25 1.000 0.822 3,677 3,022 3,022 20 16 20 16
6 H26 1.000 0.790 3,677 2,906 2,906 20 16 20 16
7 H27 1.000 0.760 3,677 2,794 2,794 20 15 20 15
8 H28 1.000 0.731 3,677 2,687 2,687 20 15 20 15
9 H29 1.000 0.703 3,677 2,583 2,583 20 14 20 14
10 H30 1.000 0.676 3,677 2,484 2,484 20 14 20 14
11 H31 1.000 0.650 3,677 2,389 2,389 20 13 20 13
12 H32 1.000 0.625 3,677 2,297 2,297 20 12 20 12
13 H33 1.000 0.601 3,677 2,208 2,208 20 12 20 12
14 H34 1.000 0.577 3,677 2,123 2,123 20 12 20 12
15 H35 1.000 0.555 3,677 2,042 2,042 20 11 20 11
16 H36 1.000 0.534 3,677 1,963 1,963 20 11 20 11
17 H37 1.000 0.513 3,677 1,888 1,888 20 10 20 10
18 H38 1.000 0.494 3,677 1,815 1,815 20 10 20 10
19 H39 1.000 0.475 3,677 1,745 1,745 20 9 20 9
20 H40 1.000 0.456 3,677 1,678 1,678 20 9 20 9
21 H41 1.000 0.439 3,677 1,614 1,614 20 9 20 9
22 H42 1.000 0.422 3,677 1,552 1,552 20 8 20 8
23 H43 1.000 0.406 3,677 1,492 1,492 20 8 20 8
24 H44 1.000 0.390 3,677 1,434 1,434 20 8 20 8
25 H45 1.000 0.375 3,677 1,379 1,379 20 8 20 8
26 H46 1.000 0.361 3,677 1,326 1,326 20 7 20 7
27 H47 1.000 0.347 3,677 1,275 1,275 20 7 20 7
28 H48 1.000 0.333 3,677 1,226 1,226 20 7 20 7
29 H49 1.000 0.321 3,677 1,179 1,179 20 6 20 6
30 H50 1.000 0.308 3,677 1,134 1,134 20 6 20 6
31 H51 1.000 0.296 3,677 1,090 1,090 20 6 20 6
32 H52 1.000 0.285 3,677 1,048 1,048 20 6 20 6
33 H53 1.000 0.274 3,677 1,008 1,008 20 5 20 5
34 H54 1.000 0.264 3,677 969 969 20 5 20 5
35 H55 1.000 0.253 3,677 932 932 20 5 20 5
36 H56 1.000 0.244 3,677 896 896 20 5 20 5
37 H57 1.000 0.234 3,677 862 862 20 5 20 5
38 H58 1.000 0.225 3,677 828 828 20 5 20 5
39 H59 1.000 0.217 3,677 797 797 20 4 20 4
40 H60 1.000 0.208 3,677 766 766 20 4 20 4
41 H61 1.000 0.200 3,677 736 736 20 4 20 4
42 H62 1.000 0.193 3,677 708 708 20 4 20 4
43 H63 1.000 0.185 3,677 681 681 20 4 20 4
44 H64 1.000 0.178 3,677 655 655 20 4 20 4
45 H65 1.000 0.171 3,677 629 629 20 3 20 3
46 H66 1.000 0.165 3,677 605 605 20 3 20 3
47 H67 1.000 0.158 3,677 582 582 20 3 20 3
48 H68 1.000 0.152 3,677 560 560 20 3 20 3
49 H69 1.000 0.146 3,677 538 538 20 3 20 3
50 H70 1.000 0.141 3,677 517 517 20 3 20 3
51 H71 1.000 0.135 3,678 498 498 20 3 20 3
52 H72 1.000 0.130 3,679 479 479 20 3 20 3
53 H73 1.000 0.125 3,680 460 460 20 3 20 3

190,419 76,294 76,294 16,899 26,872 1,257 685 18,156 27,558

B
C

B/C
B-C

費用便益比
純現在価値
経済的内部収益率

76,294
27,558

2.77
48,736

7.8% 

施
設
完
成
後
の
期
間

合計

整
備
期
間

総便益
総費用

割引率
デフ
レータ

年度

基準（評価）年度
供用年度
社会的割引率 4%

2012(H24)
2008(H20)

便益①
便益：B

維持管理費④建設費③ 計③+④
費用：C

計
①+②

 
（ 備 考 ） 小 数 点 以 下 の 処 理 は 、 事 業 評 価 カ ル テ に あ わ せ る こ と 。  
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円 / 月 / 世 帯  

円 / 月 / 世 帯  
円 / 月 / 世 帯  

円 / 月 / 世 帯  
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６ .  デ ー タ 及 び 分 析 結 果 等 の 公 開 、 蓄 積  

 

 

（ １ ） デ ー タ 等 公 開 の 必 要 性  

事 業 評 価 の 信 頼 性 及 び 透 明 性 を 向 上 さ せ る た め 、 便 益 の 算 定 に 際 し て

需 要 予 測 を 行 う 場 合 、 需 要 予 測 の 手 法 、 入 力 す る デ ー タ の 時 点 ・ 作 成 主

体 を 公 表 す る 等 、 費 用 便 益 分 析 の 算 定 に 係 る 条 件 設 定 や デ ー タ 等 に 関 す

る 情 報 を 分 か り や す い 形 で 公 表 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ２ ） デ ー タ 等 蓄 積 の 必 要 性  

感 度 分 析 に お け る 影 響 要 因 の 設 定 や 変 動 幅 の 設 定 、 影 響 要 因 間 の 関 係

分 析 な ど を 適 切 に 実 施 す る た め に は 、 社 会 経 済 デ ー タ や 事 後 評 価 な ど の

事 業 評 価 結 果 、 あ る い は 経 験 的 な 知 見 等 を 収 集 ・ 蓄 積 ・ 分 析 し 、 適 宜 、

見 直 し を 図 る 必 要 が あ る 。  

特 に 、 上 位 ケ ー ス ・ 下 位 ケ ー ス 分 析 を 実 施 す る 上 で は 、 デ ー タ や 分 析

結 果 の 蓄 積 が 不 可 欠 で あ る 。  

ま た 、 費 用 便 益 分 析 の 精 度 の 向 上 や 手 法 の 高 度 化 を 図 る と と も に 、 事

業 評 価 の 信 頼 性 を よ り 一 層 向 上 さ せ る 上 で も 、 こ の よ う な デ ー タ や 知 見

等 の 収 集 ・ 蓄 積 ・ 分 析 及 び こ れ ら の デ ー タ ベ ー ス 化 を 漸 次 図 っ て い く 必

要 が あ る 。  

 

 

 

・ 事 業 評 価 に あ た っ て は 、費 用 便 益 分 析 の 算 定 に 係 る 条 件 設 定 や 、デ ー タ

等 に 関 す る 情 報 を 分 か り や す い 形 で 公 表 す る も の と す る 。  

・感 度 分 析 や 、費 用 便 益 分 析 の 精 度 の 向 上 や 手 法 の 高 度 化 を 図 る と と も に 、

事 業 評 価 の 信 頼 性 を よ り 一 層 向 上 さ せ る た め に 、社 会 経 済 デ ー タ や 事 後

評 価 な ど の 事 業 評 価 結 果 、 あ る い は 、 経 験 的 な 知 見 等 の 収 集 ・ 蓄 積 ・ 分

析 を 行 い 、 適 宜 、 見 直 し を 図 る 。  

・ こ れ ら の デ ー タ や 知 見 等 の デ ー タ ベ ー ス 化 を 漸 次 図 っ て い く 。  



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 2 編  河 川 に係 る環 境 整 備 の便 益 計 測 手 法 について  
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７ .  Ｃ Ｖ Ｍ の 手 順 と ポ イ ン ト  

７ .  １  Ｃ Ｖ Ｍ （ C o n t i n g e n t  Va l u a t i o n  M e t h o d :仮 想 的 市 場 評 価 法 ） と は  

 

C V M  と は 、 財 の 内 容 を 説 明 し た 上 で 、 そ の 価 値 を 増 大 さ せ る た め に

費 用 を 支 払 う 必 要 が あ る 場 合 に 個 人 や 世 帯 が 支 払 っ て も よ い と 考 え る 金

額 （ 支 払 意 思 額 （ W i l l i n g n e s s  t o  P a y： W T P））、 あ る い は そ の 財 が 悪 化

し て し ま っ た 場 合 に 悪 化 し な か っ た 場 合 の 便 益 を 補 償 し て も ら う の に 必

要 な 補 償 金 額（ 受 取 補 償 額（ W i l l i n g n e s s  t o  A c c e p t： W TA））を 直 接 的 に

質 問 す る 方 法 で あ る 。 米 国 の N O A A （  N a t i o n a l  O c e a n i c  a n d  

A t m o s p h e r i c  A d m i n i s t r a t i o n： 国 家 海 洋 大 気 管 理 局 （ 米 国 商 務 省 の 一 部

局 ））ガ イ ド ラ イ ン で は W TA よ り も W T P を 用 い る こ と を 推 奨 し て い る 。

以 下 で は W T P を 中 心 に 記 述 を 行 う こ と と す る 。  

C V M  の 歴 史 は 古 く 、森 杉（ 1 9 9 7）に よ れ ば C i r a c y  –  Wa n t r u p s（ 1 9 4 7）

が 最 初 に そ の ア イ デ ア を 示 し 、 R a n d a l l、 I v e s  a n d  E a s t m a n（ 1 9 7 4） が

手 法 を 提 案 、 R o w e、 D ' a n g e  a n d  B r o o k s h i r e（ 1 9 8 0） が 最 初 の 適 用 事 例

を 報 告 、 S m a l l  a n d  R o s e n（ 1 9 8 1） や H a n e m a n n（ 1 9 8 4） な ど が 消 費 者

余 剰 の 定 義 な ど に 基 づ い た 研 究 を 行 っ た 環 境 経 済 学 の 分 野 で 発 展 し 、 今

日 ま で に 多 く の 研 究 が 蓄 積 さ れ て き た 。  

実 務 面 で も 米 国 内 務 省 が C E R C L A （ C o m p r e h e n s i v e  E n v i r o n m e n t a l  

R e s p o n s e  C o m p e n s a t i o n  a n d  L i a b i l i t y  A c t： ス ー パ ー フ ァ ン ド 法 ） の も

と で 、 自 然 資 源 破 壊 の 被 害 を 経 済 評 価 す る 手 法 と し て 適 用 可 能 と 認 め て

い る 。  

実 務 上 C V M  が 適 用 さ れ た 例 と し て は 、1 9 8 9  年 に ア メ リ カ の ア ラ ス カ

沖 で エ ク ソ ン 社 の タ ン カ ー 「 バ ル デ ィ ー ズ 号 」 が 原 油 流 出 事 故 を 起 こ し

た 際 、 ア ラ ス カ 州 政 府 の も と で こ の 事 故 に よ る 生 態 系 破 壊 が C V M  に よ

っ て 評 価 さ れ 、 損 害 額 2 8  億 ド ル と さ れ た 例 が 著 名 で あ る 。 こ の た め エ

ク ソ ン 社 は 巨 額 の 損 害 賠 償 を 問 わ れ 、 連 邦 ・ 州 政 府 と の 交 渉 の 結 果 、 約

1 0  億 ド ル の 補 償 額 を 支 払 う こ と で 和 解 が 成 立 し た 。  

・ C V M  と は 、 環 境 整 備 の 便 益 を 、 個 人 や 世 帯 が 対 価 と し て 支 払 っ て も よ

い と 考 え る 金 額 （ 支 払 意 思 額 （ W i l l i n g n e s s  t o  P a y： W T P）） を も っ て

評 価 す る 手 法 で あ る 。  
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C V M  で は 、 経 済 単 位 を 世 帯 と み な し 、 世 帯 を ベ ー ス と し た 便 益 評 価

を 行 う 場 合 が 多 い 。  

こ の た め 、具 体 的 な 便 益 計 測 に お い て は 、効 果 の 及 ぶ 地 域（「 受 益 地 域 」

と い う ） 内 か ら 平 均 W T P  の 集 計 対 象 と す る 地 域 （「 集 計 範 囲 」 と い う ）

を 設 定 し 、 ア ン ケ ー ト 調 査 等 で 計 測 し た 集 計 範 囲 内 の 一 世 帯 当 り W T P  

と 、 集 計 範 囲 内 の 世 帯 数 （「 集 計 世 帯 数 」 と い う ） を 把 握 し 、 両 者 の 積 を

求 め 、そ れ に 効 果 の 及 ぶ 期 間（「 評 価 期 間 」と い う ）を 乗 じ て 便 益 を 算 定

す る 。  

 

 
 

図  ７ .１  Ｃ Ｖ Ｍ に よ る 便 益 算 定 の 基 本 的 考 え 方  

・ C V M  の ポ イ ン ト は 、 適 切 な 集 計 世 帯 数 の 設 定 と W T P  の 把 握 で あ る 。  
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７ .  ２  Ｃ Ｖ Ｍ の 特 徴 と 制 約  

（ １ ） Ｃ Ｖ Ｍ の 特 徴  

別 項 で 紹 介 し て い る T C M、代 替 法 は 、い ず れ も 環 境 の 価 値 を 評 価 す る

に 際 し て 、 通 常 何 ら か の 市 場 デ ー タ を 必 要 と す る （ ア ン ケ ー ト 調 査 を 実

施 し て T C M  を 行 う 場 合 を 除 く ）。従 っ て 、適 切 な 市 場 デ ー タ が 入 手 で き

な い 場 合 に は 、 こ れ ら の 方 法 で 信 頼 性 の 高 い 便 益 計 測 を 行 う こ と が で き

な い 。  

C V M  は 、消 費 者 の W T P  を 直 接 的 に 質 問 す る 方 法 で あ り 、市 場 デ ー タ

を 必 要 と し な い た め に 、 計 測 対 象 を 比 較 的 自 由 に 選 ぶ こ と が で き る と い

う メ リ ッ ト を 持 つ 。 ま た T C M  は 、 基 本 的 に は 利 用 価 値 を 計 測 ・ 評 価 す

る 方 法 で あ る が 、 C V M  は 利 用 価 値 と 非 利 用 価 値 を 併 せ て 計 測 ・ 評 価 す

る こ と が で き 、 便 益 の 総 合 的 な 把 握 に 適 し て い る 。  

一 方 、 C V M  に 対 し て 指 摘 さ れ て い る 主 な 制 約 と し て 、 バ イ ア ス の 発

生 が あ る 。 バ イ ア ス の 発 生 と は 、 何 ら か の 理 由 に よ っ て 個 人 の 判 断 が 偏

向 し 、 評 価 対 象 の 真 の 価 値 か ら ず れ る 現 象 を 言 う 。 バ イ ア ス の 発 生 と そ

の 回 避 は C V M  で 非 常 に 大 き な 問 題 で あ る た め 、（ ２ ）で や や 詳 し く 記 す

こ と と す る 。  

（ ２ ） Ｃ Ｖ Ｍ の バ イ ア ス  

 

現 実 の 市 場 に お い て 個 人 は 、 あ る 財 の 価 格 が 、 そ の 財 か ら 得 ら れ る 便

益 に 対 す る W T P  を 下 回 る か 上 回 る か に よ っ て 、 そ の 財 を 購 入 す る か し

な い か を 選 択 す る 。 C V M  は 、 こ れ と 同 じ 過 程 を 、 ア ン ケ ー ト 、 イ ン タ

ビ ュ ー な ど に よ っ て 仮 想 的 に 行 い 、 そ の 回 答 に 基 づ い て C V

（ C o m p e n s a t i o n  Va r i a t i o n： 補 償 変 分 ）、 E V（ E q u i v a l e n t  Va r i a t i o n：

等 価 変 分 ）を 推 定 す る 手 法 で あ る 。こ う し て 得 ら れ る C V、 E V  が 真 の 値

と 異 な っ た も の に な っ て し ま う こ と を バ イ ア ス の 発 生 と 呼 ぶ 。 バ イ ア ス

に つ い て は 表  ７ .１ で 示 す よ う に 様 々 な タ イ プ が あ る 。  

C V M  で は そ の 各 段 階 で バ イ ア ス が 生 じ る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て お り 、

バ イ ア ス を 小 さ く す る こ と が C V M  の 評 価 結 果 の 信 頼 性 を 高 め る 上 で 重

要 で あ る 。  

N O A A ガ イ ド ラ イ ン （ 1 9 9 2） に よ れ ば 、 C V M  で は 対 象 と す る 財 の 価

値 を 過 大 評 価 す る 傾 向 が あ り 、 代 替 す る 財 の 価 格 に 比 べ 極 端 に 大 き な 評

価 額 が 得 ら れ る 場 合 が あ る と し て い る 。  

・ C V M  の 問 題 点 と し て バ イ ア ス の 発 生 が あ り 、 調 査 に あ た っ て は 極 力 こ

れ を 除 去 す る よ う に 努 め る こ と が 必 要 で あ る 。  
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こ の よ う な 傾 向 は 、 な ん ら か の バ イ ア ス が 生 じ た た め と 考 え ら れ 、 こ

の バ イ ア ス を 小 さ く す る た め の 研 究 が 進 め ら れ る 一 方 で 、 D i a m o n d  a n d  

H a u s m a n（ 1 9 9 4）の よ う に こ の よ う な バ イ ア ス を C V M  の 根 本 的 な 欠 陥

と 指 摘 す る 学 者 も い る 。  

C V M  の バ イ ア ス に つ い て は 、 M i t c h e l l  a n d  C a r s o n（ 1 9 8 9） 等 が 詳 し

く 述 べ て い る が 、そ れ に よ る と 主 な バ イ ア ス の 原 因 に は 以 下 の 3  点 が あ

る 。  

①  提 示 さ れ た 状 況 の 伝 達 の 不 正 確 さ に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

②  設 問 と 回 答 の 意 図 の 相 違 に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

③  提 示 方 法 に よ る 誤 っ た 誘 導 に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

 

①  提 示 さ れ た 状 況 の 伝 達 の 不 正 確 さ に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

C V M  に よ っ て 回 答 を 得 た い 仮 想 的 な 状 況 が 、回 答 者 に 適 切 に 伝 達 さ れ な

い 場 合 、 バ イ ア ス が 生 じ る 原 因 と な る 。  

提 示 さ れ た 状 況 の 伝 達 の 不 正 確 さ に 起 因 す る バ イ ア ス の 代 表 的 な 例 に

「 部 分 － 全 体 バ イ ア ス 」 が あ る 。 例 え ば 「 河 川 空 間 に 植 樹 す る た め に い く

ら 支 払 う か 」 と い う 設 問 が あ っ た 場 合 、 植 樹 の 範 囲 、 密 度 、 木 の 種 類 等 に

つ い て 様 々 な 解 釈 が 可 能 と な る た め 、 回 答 者 が そ れ ぞ れ 勝 手 な イ メ ー ジ に

基 づ い て 金 額 を 回 答 す る こ と に な り か ね な い 。 評 価 対 象 財 に つ い て 単 体 の

財 と し て 聞 か れ た 場 合 と 、 よ り 包 括 的 な 財 の 一 部 と し て 聞 か れ た 場 合 で 、

評 価 額 が 変 化 し た り 、 あ る い は 逆 に 評 価 対 象 財 の 数 量 が 変 化 し て も 評 価 額

が 変 わ ら な い と い う 現 象 を 指 す い わ ゆ る 包 含 効 果 も こ れ に 含 ま れ る 。  

部 分 － 全 体 バ イ ア ス は 、 か な り の 部 分 が ア ン ケ ー ト に お け る 事 業 説 明 資

料 の 記 述 に 起 因 す る も の で あ り 、 バ イ ア ス を 回 避 す る た め に 、 郵 送 調 査 の

場 合 に は ア ン ケ ー ト 票 の 精 査 を 、 面 接 調 査 の 場 合 に は 調 査 員 の 教 育 等 を 十

分 に 行 う 必 要 が あ る 。  

 

②  設 問 と 回 答 の 意 図 の 相 違 に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

提 示 さ れ た 状 況 が 正 確 に 伝 達 さ れ て も 、 調 査 者 の 意 図 と 回 答 者 の 意 図 と

の 相 違 に よ り バ イ ア ス が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の 種 の バ イ ア ス の 代 表 的 な

例 に 「 戦 略 的 バ イ ア ス 」「 追 従 バ イ ア ス 」「 慈 善 バ イ ア ス 」 が あ る 。  

戦 略 的 バ イ ア ス と は 、 回 答 者 が 意 図 的 に 便 益 を 過 大 ま た は 過 小 に 評 価 す

る も の で あ る 。 た と え ば 回 答 者 が 、 自 分 の 回 答 す る 金 額 が い ず れ 決 定 さ れ

る 住 民 負 担 額 に 反 映 さ れ る と 予 想 す れ ば 、 意 図 的 に 低 い 金 額 を 回 答 す る 可
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能 性 が 高 い 。  

追 従 バ イ ア ス と は 、 調 査 員 を 喜 ば せ よ う と し て 回 答 者 が 高 い 金 額 を 答 え

る も の で あ り 、 面 接 方 式 の 調 査 で 起 こ り や す い と 言 わ れ て い る 。 追 従 バ イ

ア ス を 回 避 す る 方 法 と し て 、 回 答 者 自 ら に 金 額 を 記 入 さ せ 、 そ れ を 調 査 員

は 見 な い よ う に す る と い う 、 い わ ゆ る 「 ブ ラ イ ン ド 方 式 」 を 採 る こ と が 推

奨 さ れ て い る 。  

慈 善 バ イ ア ス と は 、 回 答 者 が 評 価 対 象 の 価 値 で は な く 、 別 の 要 素 を 意 識

し て 回 答 す る た め に 起 こ る も の で あ る 。 た と え ば 「 河 川 の 環 境 を 守 る た め

に い く ら 寄 付 す る か 」 と い う 質 問 に 対 し て 、 河 川 の 環 境 そ の も の の 価 値 で

は な く 、 寄 付 行 為 を 行 う こ と で 倫 理 的 満 足 が 得 ら れ る こ と を 判 断 基 準 と し

て 高 い 金 額 を 回 答 す る こ と な ど が こ れ に 当 た る 。ま た 、「い く ら の 税 を 負 担

す る か 」 と い う 質 問 に 対 し て 、 租 税 回 避 を 念 頭 に 低 い 回 答 を す る 場 合 も 、

方 向 性 は 逆 だ が 一 種 の 慈 善 バ イ ア ス と 見 な さ れ る 。  

慈 善 バ イ ア ス は 、 回 答 者 の 心 情 に 起 因 す る も の で あ り 完 全 に 除 去 す る こ

と は 困 難 で あ る が 、 ア ン ケ ー ト 票 に は 望 ま し い 回 答 態 度 を 明 記 し 、 ま た 面

接 調 査 の 場 合 に は 調 査 員 が 回 答 者 に 対 し て 質 問 の 意 図 を 十 分 に 伝 達 す る よ

う 努 め る こ と で あ る 程 度 は 回 避 し う る と 考 え ら れ る 。  

 

③  提 示 方 法 に よ る 誤 っ た 誘 導 に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

C V M  で 回 答 は ア ン ケ ー ト や イ ン タ ビ ュ ー に よ っ て 得 る が 、設 問 の 設 定 や

回 答 方 法 に よ っ て 回 答 額 が あ る 方 向 に 誘 導 さ れ る 場 合 が あ る 。 代 表 的 な 例

に 「 範 囲 バ イ ア ス 」 が あ る 。  

範 囲 バ イ ア ス と は 、た と え ば 支 払 カ ー ド 方 式 で 提 示 さ れ た 金 額 の 中 か ら 、

回 答 者 が 両 端 の 値 を 避 け て 中 央 に 近 い 値 を 選 択 す る 傾 向 が あ る こ と を 指 す 。

具 体 的 に は 、 同 じ 評 価 財 で あ っ て も 1 0 0～ 1 , 0 0 0  円 を 提 示 す れ ば 数 百 円 の

回 答 が 多 く な り 、1 , 0 0 0  円 ～ 1 0 , 0 0 0  円 を 提 示 す れ ば 数 千 円 と い う 回 答 者 が

多 く な る 傾 向 が こ れ に 当 た る 。  

こ の バ イ ア ス は ア ン ケ ー ト の 設 計 技 術 上 、 完 全 に 回 避 す る こ と は 困 難 で

あ る 。 こ の た め 事 前 調 査 に お い て 十 分 な 検 討 を 行 い 、 ま た 前 回 調 査 や 他 の

調 査 事 例 を 参 考 に で き る 限 り 適 切 な 金 額 設 定 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。  
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表  ７ .１  C V M  に お け る バ イ ア ス 要 因 と そ の 回 避 方 法 等 （ そ の 1）  

バ イ ア ス の 種 類  回 避 の 方 向 性  

① 提 示 さ れ た 状 況 の 伝 達 の 不 正 確 さ   
 

理 論 的 誤 認 バ イ ア ス  ・ 提 示 さ れ た シ ナ リ オ が 理 論 的 現 実 的 に 見
て 誤 り を 含 む 場 合 に 生 じ る バ イ ア ス  

ア ン ケ ー ト 票 の
精 査 。  

 
評 価 対 象 バ イ ア ス  ・ 評 価 対 象 財 の 内 容 に 関 す る 回 答 者 の 認 識

が 誤 っ て い る 場 合 に 生 じ る バ イ ア ス  

郵 送 調 査 、 W E B
調 査 の 場 合 に
は 、 説 明 資 料 の
精 査 。 面 接 調 査
の 場 合 に は 調 査
員 の 教 育 。  

  
象 徴 的 バ イ ア ス  

・ 評 価 対 象 財 の 代 わ り に 他 の 象 徴 的 な 財
（ 例 え ば 河 川 景 観 で は な く 背 景 の 山 ） の
価 値 を 評 価 し て し ま う こ と に よ っ て 生 じ
る バ イ ア ス  

  
部 分 － 全 体 バ イ ア ス  

・ 評 価 対 象 財 を 含 む 財 あ る い は 評 価 対 象 財
の 一 部 分 を な す 財 の 価 値 を 評 価 し て し ま
う こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

   
地 理 的 部 分 － 全 体 バ イ
ア ス  

・ 評 価 対 象 財 の 地 理 的 範 囲 を 誤 認 す る こ と
に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス （ 例 え ば 地 先 の
事 業 を 流 域 全 体 の 観 点 か ら 過 小 評 価 す る
な ど ）  

   
便 益 の 部 分 － 総 合 バ イ
ア ス  

・ 評 価 対 象 財 に 起 因 す る 便 益 の 範 囲 （ 部 分
的 － 総 合 的 ） を 誤 認 す る こ と に よ っ て 生
じ る バ イ ア ス  

   
政 策 の 部 分 － 包 括 バ イ
ア ス  

・ 評 価 対 象 財 に 関 す る 政 策 案 の 範 囲 （ 部 分
的 － 包 括 的 ） を 誤 認 す る こ と に よ っ て 生
じ る バ イ ア ス  

  
尺 度 の バ イ ア ス  ・ 評 価 尺 度 を 誤 認 す る こ と に よ っ て 生 じ る

バ イ ア ス  
  

供 給 可 能 性 バ イ ア ス  ・ 評 価 対 象 財 の 供 給 可 能 性 を 誤 認 す る こ と
に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

 
状 況 誤 認 バ イ ア ス  ・ 指 示 さ れ た 状 況 に 関 す る 回 答 者 の 認 識 が

誤 っ て い る 場 合 に 生 じ る バ イ ア ス  

面 接 調 査 の 場 合
に は 、 調 査 員 に
よ る 確 認 の 励
行 、 郵 送 調 査 、
W E B 調 査 の 場
合 に は 、 説 明 の
徹 底 。  

  
支 払 媒 体 バ イ ア ス  

・ 支 払 媒 体 の 記 述 が 誤 認 さ れ た り 、 支 払 媒
体 の 設 定 自 体 の 価 値 評 価 が 回 答 に 含 ま れ
て し ま う こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

  
財 産 権 設 定 バ イ ア ス  

・ 評 価 対 象 財 の 所 有 権 が 誤 認 さ れ た り 、 所
有 権 の 記 述 が 曖 昧 で あ る こ と に よ っ て 生
じ る バ イ ア ス  

  
供 給 方 法 バ イ ア ス  

・ 評 価 対 象 財 の 供 給 方 法 が 誤 認 さ れ た り 、
供 給 方 法 選 択 自 体 の 価 値 評 価 が 回 答 に 含
ま れ て し ま う こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア
ス  

  
予 算 制 約 バ イ ア ス  ・ 予 算 制 約 条 件 が 誤 認 さ れ る こ と に よ っ て

生 じ る バ イ ア ス  
  

評 価 質 問 方 法 バ イ ア ス  ・ 評 価 対 象 財 の 評 価 方 法 の 設 定 条 件 が 誤 認
さ れ る こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

  
調 査 構 成 バ イ ア ス  

・ 調 査 対 象 財 を 説 明 す る 目 的 等 で 事 前 に 回
答 者 に 資 料 を 示 す こ と に よ っ て 生 じ る バ
イ ア ス  

調 査 票 の 精 査 。  

  
質 問 順 序 バ イ ア ス  

・ 複 数 の 財 の 価 値 評 価 を 問 う 場 合 に 、 前 問
ま で の 回 答 を 織 り 込 む （ す で に 一 定 の 額
を 支 払 っ て 財 の 供 給 を 受 け た と 仮 定 す
る ） こ と に よ り 生 じ る バ イ ア ス  

調 査 票 に お い て
十 分 に 説 明 す
る 。  
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表  ７ .１  C V M  に お け る バ イ ア ス 要 因 と そ の 回 避 方 法 等 （ そ の 2）  

バ イ ア ス の 種 類  回 避 の 方 向 性  

② 設 問 と 回 答 の 意 図 の 相 違   

 

戦 略 的 バ イ ア ス  

・評 価 対 象 財 の 供 給 可 能 性 ま た は 財 の 供 給
の た め の 支 払 額 が 回 答 者 自 身 に と っ て
望 ま し い 方 向 に な る よ う な 回 答 を す る
こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

ア ン ケ ー ト 票
に 望 ま し い 回
答 姿 勢 を 明 記 。
面 接 調 査 の 場
合 は 調 査 員 が
記 入 の 心 得 を
説 明 。  

 ・ た と え ば 、自 己 の 責 任 を 少 な く 、財 の 供
給 を 増 加 さ せ る た め に 、 過 小 に 回 答 す る
「 フ リ ー ラ イ ダ ー 」 の 問 題 は こ の バ イ ア
ス で あ る  

 
追 従 バ イ ア ス  ・質 問 者 に 喜 ば れ る よ う な 回 答 を す る こ と

に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  
  

調 査 主 体 バ イ ア ス  

・調 査 主 体 に と っ て 好 ま し い 回 答 が 予 想 さ
れ る 場 合 に 、 回 答 者 が 調 査 主 体 に と っ て
望 ま し い 方 向 に な る よ う な 回 答 を す る
こ と に よ っ て 生 じ る バ イ ア ス  

・ 質 問 内 容 か ら 調 査 主 体 に と っ て 「 は い 」
の 回 答 が 好 ま し い こ と が 想 像 さ れ る 場
合 「 は い 」 の 回 答 が 増 加 す る こ と が あ る  

  

質 問 者 バ イ ア ス  

・ 面 接 調 査 の 場 合 、質 問 者 が 好 ま し い と 考
え る 回 答 に 関 し て 、 回 答 者 が 質 問 者 に と
っ て 望 ま し い 方 向 に な る よ う な 回 答 に
な る よ う な 回 答 を す る こ と に よ っ て 生
じ る バ イ ア ス  

 

慈 善 バ イ ア ス  

・提 示 さ れ た 状 況 に 対 す る 効 用 の 変 化 を 補
償 す る 金 額 に 加 え 、 環 境 保 全 な ど の 倫 理
的 に 正 し い 行 為 に 対 す る 「 慈 善 」 と し て
の 寄 付 額 を 加 え て 回 答 す る こ と に よ る
バ イ ア ス  

ア ン ケ ー ト 票
に 調 査 の 主 旨
を 明 記 。 解 析 時
に は 異 常 デ ー
タ 排 除 （ 排 除 方
法 は 別 冊 参
照 ）。  

③ 提 示 方 法 に よ る 誤 っ た 誘 導  
 

開 始 点 バ イ ア ス  
・あ る 額 の 支 払 意 思 の 有 無 を 尋 ね た 場 合 に

最 初 に 提 示 し た 額 の 方 向 に 生 じ る バ イ
ア ス  

事 前 調 査 で 金
額 設 定 を 検 討 。  

 
範 囲 バ イ ア ス  ・ 回 答 額 の 範 囲 を 指 定 し た 場 合 に 、そ の 範

囲 の 中 間 方 向 に 生 じ る バ イ ア ス  
適 切 な 金 額 設
定 に 努 め る 。  

 
関 係 バ イ ア ス  ・評 価 対 象 財 と 他 財 と の 関 係 に 関 す る 情 報

を 与 え た 場 合 に 生 じ る バ イ ア ス  
基 本 的 に は 他
財 の 情 報 は 与
え な い 。  

 
重 要 性 バ イ ア ス  

・質 問 行 為 に 評 価 対 象 財 の 重 要 性 を 暗 示 す
る 内 容 が 含 ま れ て い る 場 合 に 生 じ る バ
イ ア ス  

ア ン ケ ー ト 票
の 精 査 。  

 
位 置 バ イ ア ス  ・質 問 の 順 序 等 が 評 価 対 象 財 の 価 値 の 序 列

を 暗 示 す る 場 合 に 生 じ る バ イ ア ス  

前 回 調 査 お よ
び 事 前 調 査 等
を 参 考 に ア ン
ケ ー ト 票 設 計 。  

出 典 ： M i t c h e l l  a n d  C a r s o n ( 1 9 8 9 ) , N O A A ( 1 9 9 2 ) , 建 設 省 政 策 研 究 セ ン タ ー （ 1 9 9 7 ） な ど よ り 作 成  
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８ .  Ｔ Ｃ Ｍ の 手 順 と ポ イ ン ト  

８ .  １  Ｔ Ｃ Ｍ （ Tr a v e l  C o s t  M e t h o d :旅 行 費 用 法 ） と は  

 

T C M  と は 、環 境 の 財 の 便 益 を 享 受 す る た め に 個 人 が 支 払 っ て も よ い と

考 え る 旅 行 費 用 で 計 測 す る 手 法 で あ る 。 こ の と き 、 旅 行 費 用 と 訪 問 者 数

や 「 訪 問 率 」 の 関 係 を 表 す 「 需 要 曲 線 」 が 非 常 に 重 要 と な る 。  

T C M  は レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト 一 般 の 評 価 に 多 く 用 い ら れ る 手 法 で

あ り 、 河 川 環 境 も 社 会 生 活 の 面 か ら は レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト に 大 き く

関 わ る こ と か ら 本 冊 子 で は 以 下 「 レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト 」 と い う 表 現

を 用 い て い る 。  

図  ８ .１ ( a )で は 環 境 の 整 備 に よ っ て 需 要 曲 線 が シ フ ト し 、そ の 差 分（ 消

費 者 余 剰 の 差 分 ） で 便 益 が 計 測 で き る こ と を 表 し て い る 。  

図  ８ .１ ( b )は 既 存 の レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト の 便 益 を 計 測 す る 際 の 考

え 方 を 示 し て い る 。  

計 測 の 際 に 用 い ら れ る デ ー タ に は 、 大 別 し て 実 際 の 行 動 に 基 づ く R P

（ R e v e a l e d  P r e f e r e n c e： 顕 示 選 好 ） デ ー タ と 、 ア ン ケ ー ト 等 で 仮 想 の 状

況 に 対 す る 被 験 者 の 選 好 の 意 思 を 把 握 す る S P（ S t a t e d  P r e f e r e n c e： 表

明 選 好 ） デ ー タ が あ る 。 こ れ ま で の 実 務 的 な T C M  調 査 で 主 と し て 用 い

ら れ て き た の は R P  デ ー タ で あ り 、 そ の 意 味 で T C M  は 実 務 的 に は 事 後

評 価 に よ く 用 い ら れ る 方 法 で あ る と 言 っ て よ い 。 将 来 予 測 は ア ン ケ ー ト

に よ る か 、 ま た は 別 途 予 測 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。  

森 杉（ 1 9 9 7）に よ れ ば 、T C M  の 考 え 方 は 1 9 4 7  年 に H o t e l l i n g に よ っ

て 初 め て 示 さ れ 、Wo o d  a n d  Tr i c e（ 1 9 5 8）や C l o w s o n  a n d  K n e t s c h（ 1 9 6 6）

に よ っ て 屋 外 の レ ク リ エ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス と い う 環 境 の 財 へ の 適 用 が

な さ れ た 。  

 

・ T C M  と は 、 評 価 対 象 と す る 環 境 を 享 受 す る た め に 発 生 す る 旅 行 費 用 を

用 い て 環 境 の 財 の 便 益 を 計 測 す る 方 法 で あ る 。  
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図  ８ .１  消 費 者 余 剰 に 基 づ く 便 益 の 定 義 （ 非 市 場 財 の 場 合 ）  
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T C M  に つ い て は 、分 析 対 象 地 域 を ゾ ー ン に 分 割 し 、ゾ ー ン ご と の 集 計

デ ー タ に 基 づ い て 分 析 す る Z T C M（ Z o n e  Tr a v e l  C o s t  M e t h o d： 地 域 旅 行

費 用 法 ）  と 、 個 人 の 行 動 パ タ ー ン に 着 目 す る 非 集 計 タ イ プ の I T C M

（ I n d i v i d u a l  Tr a v e l  C o s t  M e t h o d：個 人 旅 行 費 用 法 ）が 開 発 さ れ て い る 。  

モ デ ル の 安 定 性 の 面 で は Z T C M  の 方 が 優 れ て い る が 、近 年 で は 、移 転

可 能 性 が 高 い な ど の 操 作 性 に 勝 る I T C M  を 用 い る 例 も 見 ら れ 始 め た 。本

冊 子 で は 適 用 例 の 多 い Z T C M  を 中 心 に 記 述 す る 。  

 

・ T C M  に は 地 域 旅 行 費 用 法 と 個 人 旅 行 費 用 法 が あ り 、 前 者 は モ デ ル の 安

定 性 が 優 れ て お り 、 後 者 は 操 作 性 が 高 い 。  
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８ .  ２  Ｔ Ｃ Ｍ の 特 徴 と 制 約  

 

消 費 者 余 剰 の 概 念 を 用 い る T C M  は 、 直 感 的 に 分 か り や す い 便 益 計 測

の 手 法 で あ る が 、 い く つ か の 制 約 が 指 摘 さ れ て い る 。 主 な も の と し て は

以 下 が 挙 げ ら れ る 。  

 

【 複 数 目 的 旅 行 者 の 取 扱 い 】  

複 数 目 的 旅 行 者 に お い て 、 当 該 レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト へ の 旅 行 が 主 目

的 で あ る 場 合 は 、 ホ ー ム ベ ー ス ・ ト リ ッ プ （ 目 的 地 が 1  か 所 で あ る よ う な

ト リ ッ プ ）、 従 目 的 で あ る 場 合 は ノ ン ・ ホ ー ム ベ ー ス ・ ト リ ッ プ （ 目 的 地 が

複 数 あ る ト リ ッ プ ） と し て 扱 う の が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 旅 行 費 用 の 算 定

に お い て 、 ホ ー ム ベ ー ス ・ ト リ ッ プ の 場 合 は 居 住 地 と の 往 復 費 用 、 ノ ン ・

ホ ー ム ベ ー ス ・ ト リ ッ プ の 場 合 は 前 後 の 場 所 と の 移 動 費 用 を 計 測 す る こ と

に な る 。 な お 、 着 地 点 調 査 で は レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト に 来 る 前 と 後 の 場

所 を 追 加 的 に 質 問 す れ ば よ い が 、 発 地 点 調 査 で こ の よ う な ト リ ッ プ 調 査 を

行 っ た 場 合 に は 、 仮 定 の 質 問 と な る た め 回 答 の 信 頼 性 は 着 地 点 調 査 に 比 較

し て 相 対 的 に 低 く な る こ と に 留 意 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

【 長 期 滞 在 者 の 取 扱 い 】  

複 数 目 的 旅 行 者 と 同 様 の 取 扱 い で あ る が 、 滞 在 地 が 確 定 し て い る の で 、

発 地 点 調 査 で も 分 析 可 能 で あ る 。  

 

【 代 替 施 設 の 取 扱 い 】  

研 究 レ ベ ル で は 、代 替 施 設 を 考 慮 し た モ デ ル の 構 築 が 試 み ら れ て い る が 、

実 務 レ ベ ル へ の 適 用 は 今 後 の 検 討 課 題 で あ る 。  

 

【 子 供 の 取 扱 い 】  

自 分 の 意 思 で レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト に 来 ら れ な い 子 供 （ お よ そ 小 学 生

以 下 ） の 取 扱 い に つ い て 、 研 究 レ ベ ル で は 同 伴 保 護 者 の 価 値 に 含 め て 計 測

す る 方 法 が 検 討 さ れ て い る が 、 実 務 レ ベ ル へ の 適 用 は 今 後 の 検 討 課 題 と す

る 。  

・ T C M  は 直 観 的 に 理 解 し や す い が 、 適 用 に あ た っ て は い く つ か の 制 約 が  

あ る 。  
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ま た 、 自 分 の 意 思 で 訪 れ る こ と の で き る 子 供 （ お よ そ 中 学 生 以 上 ） に つ

い て は 、 大 人 と 同 様 に 一 人 の 個 人 と し て 扱 う 。 こ れ に 伴 っ て 子 供 の 時 間 価

値 の 設 定 に 問 題 が 生 じ る が 、 当 面 、 大 人 の 時 間 価 値 と 同 一 と す る 。  

 

【 移 動 中 に 発 生 す る 旅 行 費 用 以 外 の 費 用 等 】  

こ れ に つ い て も 諸 説 あ る が 、 一 般 的 に は 交 通 費 以 外 の 出 費 は 便 益 の 算 定

か ら 除 外 す る 。 な ぜ な ら ば 、 移 動 中 に 発 生 す る 旅 行 費 用 以 外 の 費 用 は 主 に

飲 食 等 で あ る が 、 こ れ ら は 対 象 と す る レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト へ の ト リ ッ

プ を 行 わ な い 場 合 で も 発 生 す る 費 用 で あ る た め で あ る 。  

 

こ の ほ か に も 、T C M  に は 次 の よ う な 課 題 が 指 摘 さ れ て い る こ と に 注 意 す

る 必 要 が あ る 。  

① 現 実 に は 時 間 価 値 は 様 々 な 要 因 で 人 に よ り 異 な る が 、 全 て の 人 々 の

時 間 価 値 を 同 一 に 設 定 し て い る 。  

② ト リ ッ プ の 周 遊 特 性 を 考 慮 し て い な い （ 全 て の ト リ ッ プ を ホ ー ム ベ

ー ス ・ ト リ ッ プ す な わ ち 目 的 地 を １ ヵ 所 と 想 定 し て い る ） た め 、 過

大 評 価 に な る 。  

③ 評 価 対 象 の レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト に 関 す る 情 報 量 の 違 い が 、 全 体

の 評 価 を 大 き く 左 右 す る 。  

④ 遠 隔 地 か ら の 訪 問 者 の 数 の 微 小 変 動 が 、 全 体 の 評 価 に 大 き な 影 響 を

与 え る 。  

⑤ 得 ら れ た デ ー タ の 範 囲 を 越 え て 需 要 曲 線 を 推 定 し 、 か つ 訪 問 需 要 が

ゼ ロ に な る よ う な 非 現 実 的 な ア ク セ ス 費 用 を 扱 わ な け れ ば な ら な い 。 

⑥ 非 利 用 価 値 の 評 価 に つ い て は 、 旅 行 費 用 の 発 生 が 前 提 と な る た め 、

評 価 が 困 難 で あ る 。  
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９ .  代 替 法 の 手 順 と ポ イ ン ト  

９ .  １  代 替 法 と は  

（ １ ） 代 替 法 の 考 え 方  

 

第 3  章 で 記 し た よ う に 、 環 境 の 財 の 価 値 は 、 そ れ が 非 市 場 財 で あ る た

め 市 場 価 格 に よ っ て 評 価 す る こ と が で き な い 。 代 替 法 は 、 非 市 場 財 が も

た ら す 便 益 を 、 そ の 財 と 同 等 な 便 益 を も た ら す 他 の 市 場 財 （ こ れ を 代 替

財 と い う 。 代 替 財 を 供 給 す る こ と を 、 代 替 施 策 と 呼 ぶ 場 合 が あ る ） で 代

替 し 、 そ れ を 供 給 し た 場 合 に 必 要 と な る 費 用 に よ っ て 計 測 す る 手 法 で あ

る 。  

代 替 法 は 、 効 用 水 準 を 維 持 す る た め の 支 払 意 思 額 す な わ ち C V

（ C o m p e n s a t i o n  Va r i a t i o n： 補 償 変 分 ） を 代 理 の 市 場 で 計 測 し よ う と す

る も の で あ る が 、 評 価 対 象 財 そ の も の の 市 場 で は な い た め 評 価 値 は 正 確

に は C V  と は 言 え ず 、C V  の 近 似 値 と し て 理 解 さ れ る べ き も の と い え る 。 

代 替 法 は 、 直 観 的 に 理 解 し や す く 、 一 般 住 民 へ の 説 明 も 容 易 と い う メ

リ ッ ト が あ る 。特 に 、評 価 対 象 の 非 市 場 財 に 対 し て 適 切 な 代 替 財 が あ り 、

ま た 評 価 対 象 の 非 市 場 財 の 機 能 を 代 替 す る た め に 必 要 な 代 替 財 の 量 が 明

確 化 で き る 場 合 に は 、有 効 な 手 法 で あ る 。ま た 一 定 の 手 法 が 確 立 す れ ば 、

評 価 者 に よ ら ず 安 定 的 な 計 測 結 果 を 得 る こ と が で き る 。 し か し 、 評 価 対

象 の 非 市 場 財 を 正 確 に 代 替 し う る 市 場 財 が 存 在 す る ケ － ス は 限 ら れ て お

り 、 こ の 代 替 財 の 選 択 如 何 で 計 測 結 果 が 変 化 す る こ と も 多 い 。 ま た 代 替

財 に よ っ て 達 成 し よ う と す る 目 標 値 を 明 確 に 設 定 し な け れ ば 適 切 な 計 測

は で き な い 。  

 

・ 代 替 法 は 、評 価 対 象 の 事 業 と 同 等 の 便 益 を も た ら す 他 の 市 場 財 の 供 給 に

必 要 な 費 用 に よ っ て 便 益 を 計 測 す る 手 法 で あ る 。  
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（ ２ ） 代 替 法 の 種 類  

 

①  防 止 支 出 法 （ Av e r s i v e  E x p e n d i t u r e  M e t h o d）  

防 止 支 出 法 は 、 環 境 を あ る 水 準 で 維 持 す る た め に 必 要 と な る 費 用 を 用 い

て 便 益 を 計 測 す る 方 法 で あ る 。  

た と え ば 、あ る 地 域 の 排 水 が 未 処 理 の 段 階 で 水 質 基 準 を 越 え て い た 場 合 、

基 準 を 満 た す た め に 地 域 住 民 等 が 支 払 う 水 質 浄 化 の 費 用 （ 環 境 保 全 費 用 ）

が 環 境 対 策 事 業 の 便 益 と 考 え ら れ る 。  

河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 便 益 計 測 に お い て は 、 例 え ば 河 川 管 理 者 が 行 う 水

質 浄 化 が も た ら す 便 益 を 、 仮 に 上 の 例 の よ う に 地 域 住 民 等 が 個 別 に 行 っ た

場 合 に 必 要 と な る 費 用 を も っ て 計 測 す る こ と と な る 。  

 

②  再 生 費 用 法 （ R e p l a c e m e n t  C o s t  M e t h o d）  

再 生 費 用 法 は 、 悪 化 し た 環 境 を も と の 水 準 に 戻 す た め に 必 要 と な る 費 用

を 用 い て 便 益 の 計 測 を 行 う 手 法 で あ る 。  

あ る 地 域 の 排 水 が 未 処 理 の 段 階 で 水 質 基 準 を 超 え て い た 場 合 、 そ の ま ま

放 出 さ れ る こ と で 汚 染 さ れ た 環 境 を 評 価 対 象 事 業 と は 別 の 方 法 で 修 復 す る

費 用 （ 環 境 修 復 費 用 ） を 推 計 し 、 そ の 値 で 評 価 対 象 事 業 の 便 益 を 計 測 す る

も の で あ る 。  

 

③  回 避 さ れ る 被 害 額 を 算 定 す る 方 法  

評 価 対 象 事 業 が 一 定 の 被 害 軽 減 を 目 的 と す る 場 合 に は 、 代 替 財 に 対 す る

支 出 額 に 代 え て 、 事 業 実 施 に よ っ て 回 避 さ れ る 被 害 額 を も っ て 事 業 が も た

ら す 便 益 を 計 測 す る こ と も 考 え ら れ る 。  

回 避 さ れ る 被 害 額 に よ っ て 便 益 を 計 測 す る 代 表 的 な も の と し て 、 治 水 経

済 調 査 マ ニ ュ ア ル （ 案 ） が 挙 げ ら れ る 。  

・ 代 替 法 の 代 表 的 な 考 え 方 に は 、「 防 止 支 出 法 」と「 再 生 費 用 法 」及 び「 回

避 さ れ る 被 害 額 を 算 定 す る 方 法 」 の 三 つ が あ る 。  
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９ .  ２  代 替 法 の 特 徴 と 制 約  

 

代 替 法 は 考 え 方 が わ か り や す い と い う 大 き な メ リ ッ ト を 持 つ 手 法 で あ

る 。 ま た は 先 述 の と お り あ る 一 定 の 評 価 方 法 が 確 立 さ れ れ ば 評 価 者 に よ

っ て 結 果 に 差 が 出 に く い と い う 特 徴 が あ る 。 し か し な が ら 、 理 論 面 と 実

務 面 で い く つ か の 制 約 が あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

ま ず 、 代 替 財 の 供 給 に 当 た っ て 必 要 と な る 費 用 と 、 評 価 対 象 事 業 が 居

住 者 に も た ら す 便 益 と は 一 致 す る 保 証 は な い た め 、 代 替 法 に よ っ て 求 め

ら れ た 便 益 評 価 額 は 経 済 学 の 裏 付 け を 持 た な い こ と に な る 。 こ れ が 理 論

面 の 制 約 で あ る 。  

実 務 面 で は 、代 替 財・代 替 施 策 が 存 在 す る 便 益 し か 計 測 で き な い た め 、

水 質 浄 化 と 景 観 整 備 な ど 複 数 の 目 的 を 持 つ プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て は 、 そ

れ ぞ れ の 便 益 を も た ら す 代 替 財 の コ ス ト を 算 定 し 合 計 す る こ と と な り 、

そ の 際 に は 便 益 の 二 重 計 上 の チ ェ ッ ク な ど の 手 順 が 必 要 と な る 。 ま た 、

環 境 基 準 の 達 成 な ど 明 確 な 目 標 が 与 え ら れ な い と 代 替 コ ス ト の 算 定 が で

き ず 便 益 の 計 測 が で き な い と い う 制 約 が あ る 。 ま た 当 然 な が ら 計 測 対 象

と す る 便 益 を 完 全 に 代 替 し う る 市 場 財 は 存 在 し な い こ と が 多 く 、 代 替

財・代 替 施 策 の 選 定 に よ っ て は 計 測 が 不 適 切 な も の と な る 可 能 性 も あ る 。 

 

 

・ 代 替 法 は 直 感 的 に 理 解 し や す い と い う メ リ ッ ト を 有 す る 一 方 で 、理 論 面

と 実 務 面 で い く つ か の 制 約 が 存 在 し 、 そ の 適 用 に は 十 分 な 注 意 を 要 す

る 。  



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 編 今後の課題  
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１ ０ .  今 後 の 課 題  

河 川 に 係 る 環 境 整 備 の 経 済 評 価 は 、 実 務 レ ベ ル で は 検 討 が 始 め ら れ た

ば か り で あ り 、 今 後 の 充 実 を 図 る た め 多 く の 課 題 が 残 さ れ て い る 。 中 で

も 、 以 下 の 3  点 は 特 に 重 要 と 考 え ら れ る 。  

 

（ １ ） 調 査 事 例 の 蓄 積  

環 境 整 備 の 経 済 評 価 手 法 と し て は 、 C V M、 T C M、 代 替 法 が あ る こ と は

既 に 述 べ た が 、い ず れ も 河 川 事 業 へ の 適 用 例 が 十 分 に 蓄 積 さ れ て お ら ず 、

方 法 論 の 検 討 を 進 め る 上 で の 大 き な 課 題 と な っ て い る 。  

 

① Ｃ Ｖ Ｍ  

C V M  を 実 施 す る 際 の 重 要 な 留 意 点 と し て バ イ ア ス の 回 避 が あ る 。バ イ ア

ス の 種 類 と そ の 回 避 方 法 に つ い て は 、第 7  章 に お い て 整 理 し た と こ ろ で あ

る 。C V M  の 調 査 事 例 は 近 年 、急 速 に 増 加 し て い る が 、わ が 国 で は バ イ ア ス

回 避 方 法 の 効 果 に つ い て の 実 証 的 分 析 は 少 な い 。 今 後 は 、 事 業 内 容 説 明 資

料 に お け る 表 現 方 法 、 郵 送 と 面 接 、 負 担 の 表 現 （ 税 金 ／ 寄 附 ／ 負 担 金 …）、

支 払 方 法（ 年 払 い ／ 月 払 い ／ 一 括 払 い ）等 々 の 様 々 な 要 検 討 項 目 に つ い て 、

実 際 の 調 査 に お い て バ イ ア ス の 検 証 を 重 ね 、 調 査 技 術 の 向 上 を 図 る こ と が

重 要 で あ る 。  

 

② Ｔ Ｃ Ｍ  

T C M  は 、複 数 回 答 者 や 長 期 滞 在 者 、子 ど も 等 の ト ラ ベ ル コ ス ト 評 価 、代

替 施 設 の 取 扱 い 方 法 、 さ ら に は 新 し い 手 法 と し て の I T C M の 有 効 性 等 、 検

証 す べ き 課 題 が 多 く 残 さ れ て い る 。 現 段 階 で は 、 こ れ ら の 検 討 を 行 う 上 の

調 査 研 究 事 例 は 少 な く 、C V M  等 と 同 様 に 、今 後 は こ う し た 課 題 へ の 対 応 策

の 効 果 を 把 握 し 得 る よ う な 事 例 の 蓄 積 が 重 要 と 考 え ら れ る 。  

 

③ 代 替 法  

代 替 法 に 関 し て は 、水 質 浄 化 等 を 中 心 に 、い く つ か の 調 査 事 例 が あ る が 、

そ の 結 果 が 必 ず し も 体 系 的 に 整 理 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 今 後 は 、

新 規 に 実 施 し た 調 査 は も と よ り 、 過 去 に 行 っ た 事 例 に つ い て も 可 能 な 限 り

整 理 ・ 分 類 を 進 め 、 事 業 毎 に 標 準 的 な 代 替 施 策 及 び そ の コ ス ト を デ ー タ ベ

ー ス 化 す る こ と な ど に よ り 、 調 査 の 迅 速 化 及 び 調 査 者 に よ る 結 果 の 違 い を

少 な く す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  
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（ ２ ） 調 査 手 法 の 向 上  

代 表 的 な 環 境 整 備 の 経 済 評 価 手 法 と し て 採 り 上 げ た 上 記 の 3  手 法 は 、

代 替 法 を 除 い て 統 計 的 な 処 理 な ど か な り 専 門 的 な 作 業 を 必 要 と し 、 デ ー

タ ハ ン ド リ ン グ に も 様 々 な 注 意 を 要 す る こ と は 既 に 述 べ た と お り で あ る 。

ま た 、 ア ン ケ ー ト 調 査 な ど の 実 査 を 伴 う 場 合 に は 、 経 費 も 大 き く な り 、

特 に 、 小 規 模 な 事 業 の 評 価 に 見 合 わ な い 額 に な る 場 合 も 考 え ら れ る 。  

こ う し た 問 題 に 対 処 す る た め に は 、理 論 的 な 正 当 性 、及 び 所 要 の 精 度 、

信 頼 性 を 保 ち つ つ 、 効 率 的 か つ 経 済 的 な 調 査 手 法 の 向 上 が 求 め ら れ る 。  

 

（ ３ ） 方 法 的 限 界 の 認 識  

本 調 査 の 主 旨 に 記 し た よ う に 、 河 川 に 関 わ る 環 境 整 備 の 効 果 は 多 岐 に

わ た り 、 そ の 中 で 定 量 的 に 把 握 で き 、 さ ら に 経 済 的 に 評 価 し う る 部 分 は

ご く 限 ら れ て い る こ と を 認 識 し た 上 で 、 こ の よ う な 経 済 評 価 を 行 わ な け

れ ば な ら な い 。  

た だ し 、 こ れ は 事 業 者 サ イ ド に 限 っ た 課 題 で は な く 、 事 業 者 か ら の 説

明 を 受 け る 側 に お い て も 十 分 に 認 識 を 深 め て も ら う こ と が 重 要 で あ る 。

こ の た め 、 経 済 評 価 の 報 告 書 に は 、 可 能 な 限 り そ の 方 法 的 な 限 界 と 、 そ

の 限 界 の 中 で 十 分 に 妥 当 性 を 持 っ た 方 法 を 用 い て 評 価 を 行 っ た こ と を 記

す と と も に 、結 果 を 公 表 す る 際 に も 同 様 の 配 慮 を 行 う こ と が 求 め ら れ る 。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考資料  
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【 参 考 資 料 １ ： 用 語 集 】  
 
オ プ シ ョ ン 価 値  

現 在 は 利 用 さ れ て い な い が 、 将 来 的 に は 利 用 さ れ る 可 能 性 が あ る と 想 定

し 、 そ れ を 残 し て お く こ と の 価 値 。 例 え ば 、 あ る 離 島 に 今 す ぐ 訪 れ る こ と

は な い が 、 将 来 訪 れ る 可 能 性 が あ る の で 、 そ の 離 島 を 残 し て お き た い と 考

え る 人 が い る な ら ば 、 そ の 離 島 は オ プ シ ョ ン 価 値 を 持 つ こ と に な る 。 オ プ

シ ョ ン 価 値 に は 、 将 来 の レ ク リ ェ ー シ ョ ン 利 用 、 将 来 の 遺 伝 子 資 源 利 用 な

ど も 含 ま れ る 。  
 
キ ャ ピ タ リ ゼ ー シ ョ ン 仮 説  

株 、 土 地 、 な ど の 財 の も た ら す フ ロ ー の 利 益 や 、 あ る い は 、 逆 に 税 な ど

の フ ロ ー の コ ス ト が 、 ス ト ッ ク と し て の 価 格 に 転 化 す る こ と を キ ャ ピ タ リ

ゼ ー シ ョ ン と 呼 ぶ 。 そ し て 、 環 境 質 改 善 や 社 会 資 本 の 整 備 に よ っ て 、 各 年

に 得 ら れ る 収 益 （ フ ロ ー と し て の 便 益 ） が 増 加 す る こ と に よ り 、 そ の 価 値

が 収 益 を 高 め 、 土 地 の 資 産 価 値 で あ る 地 価 を 上 昇 さ せ る と い っ た 便 益 が 資

本 化 す る と い う 仮 説 を キ ャ ピ タ リ ゼ ー シ ョ ン 仮 説 と い う 。  
 
決 定 係 数  

重 相 関 係 数 の 2  乗 。 寄 与 率 と も 呼 ば れ る 。 独 立 変 数 （ 説 明 変 数 ） が 従 属

変 数 （ 被 説 明 変 数 ） の ど れ く ら い を 説 明 で き る か を 表 す 。 こ の 値 が 低 い と

い う こ と は 、 得 ら れ た 重 回 帰 式 の 予 測 能 力 が 低 い こ と を 意 味 す る 。  
 
重 相 関 係 数  

事 実 上 、 観 測 値 と 予 測 値 の 相 関 係 数 で あ り 、 R  で 表 さ れ る （ 0≦ R≦ 1）。

も し 、 重 回 帰 式 に よ る 予 測 が 完 全 な ら ば  R = 1  に な る ）。  
 
消 費 者 余 剰 （ Ｃ Ｓ ： C o n s u m e r s  S u r p l u s）  

所 得 を 一 定 に し た と き 、 そ の 財 を 全 く 購 入 し な い よ り は 、 そ の 価 格 で 財

を 購 入 し て も よ い と 思 う 価 格 の 総 和 か ら 、 実 際 に 支 払 っ た 額 を 差 し 引 い た

も の 。  
 
多 重 共 線 性  

相 関 分 析 を 行 う 際 に 選 択 す る 変 数 の 中 に 、 独 立 で な い も の （ 例 え ば 変 数

A、 B と そ の 合 計 値 C  = A + B） が 含 ま れ て い る こ と 。 言 い 換 え れ ば 、 独 立 変

数 間 に 相 関 の 高 い も の が 混 ざ っ て い る こ と 。  
 
中 央 値  

メ デ ィ ア ン （ m e d i a n） と も い う 。 n  個 の デ ー タ を 大 き さ 順 に 並 べ た と き
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の そ の 真 ん 中 の 値 で あ り 、 n  が 奇 数 の と き ( n + 1 ) / 2  番 目 が 中 央 値 、 n  が 偶

数 の と き は n / 2  番 目 と n / 2 + 1  番 目 の 2  つ の 値 を さ ら に 平 均 す る 。 い ち じ

る し く 歪 ん だ 分 布 に は 中 央 値 の ほ う が 平 均 値 よ り 代 表 値 と し て の 一 般 の 概

念 を よ り よ く 示 す 。  
 
Ｔ Ｃ Ｍ （ Tr a v e l  C o s t  M e t h o d： 旅 行 費 用 法 ）  

評 価 対 象 と す る 環 境 を 享 受 す る た め に 発 生 す る 旅 行 費 用 を 用 い て 環 境 の

財 の 便 益 を 計 測 す る 方 法 。 レ ク リ エ ー シ ョ ン サ イ ト 一 般 の 評 価 に 多 く 用 い

ら れ る 。旅 行 費 用 と 訪 問 者 数 や 訪 問 率 の 関 係 を 表 す 需 要 曲 線 が 重 要 と な る 。 
 
等 価 変 分 （  Ｅ Ｖ  ：  E q u i v a l e n t  Va r i a t i o n  ）・ 補 償 変 分 （  Ｃ Ｖ  ：  
C o m p e n s a t i n g  Va r i a t i o n）  

環 境 変 化 に 伴 う 家 計 （ 消 費 者 ） の 効 用 水 準 （ 満 足 度 ） を 、 貨 幣 価 値 で 計

測 す る 際 の 捉 え 方 の こ と 。 例 え ば 、 事 業 に よ る 環 境 改 善 に よ っ て 環 境 レ ベ

ル が x 1 か ら x 2  へ と 増 加 し 、 消 費 者 の 状 態 が A（ x 1 ， I 1 ） か ら B（ x 2， I 1 ）

に 変 化 し た と す る（ I 1  は 所 得 を 示 し 、こ こ で は 事 業 実 施 前 後 で 一 定 と す る ）。

こ の と き 、 消 費 者 の 効 用 水 準 は 、 U 1  か ら U 2  に 上 昇 し て い る 。  
 

 

 
こ の 効 用 水 準 の 上 昇 を 貨 幣 価 値 に 換 算 す る と き の 考 え 方 が 2  つ あ る 。先

ず 、 A と 同 じ 効 用 水 準 で あ る C（ x 2， I 2 ） の 状 態 か ら 、 B  の 状 態 に な る た

め に 必 要 な 金 額 （ I 1 － I 2 ） で 捉 え る 方 法 で あ り 、 こ れ を 補 償 変 分

（ C o m p e n s a t i n g  Va r i a t i o n： C V） と い う 。  
ま た 、 A の 状 態 か ら 、 B  と 同 じ 効 用 水 準 で あ る D（ x 1 ， I 3 ） の 状 態 に な る

た め に 必 要 な 金 額 で 捉 え る こ と も で き る 。 こ れ （ I 3 － I 1 ） を 等 価 変 分

（ E q u i v a l e n t Va r i a t i o n： E V） と い う 。  
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バ イ ア ス  

調 査 手 法 等 が 結 果 に 与 え る ゆ が み の こ と 。  
 
非 利 用 価 値  

利 用 価 値 に 対 比 さ れ る も の で 、 非 利 用 価 値 は 、 利 用 価 値 と は 異 な り 明 確

な 利 用 形 態 が 存 在 し な い 。主 な も の に 存 在 価 値（ e x i s t e n c e  v a l u e）が あ る 。

未 来 永 劫 、 全 く 利 用 す る こ と の な い も の に 対 し て 、 そ の 財 そ の も の が も つ

固 有 の 価 値 を 存 在 価 値 と い う 。 例 え ば 、 あ る 動 物 が 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て お

り 、 そ の 動 物 を 救 う た め の 基 金 を ま っ た く そ の 動 物 と は 無 関 係 と 思 わ れ る

人 々 に 依 頼 し た 場 合 、 そ の 人 々 か ら も 、 い く ら か の 資 金 が 集 ま る で あ ろ う

し 、ま た 、シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラ が 大 海 で 泳 い で い る と い う 事 実 を 知 る だ け で 、

安 堵 感 を 覚 え る 人 々 も い る で あ ろ う 。  
 
部 分 均 衡 ・ 一 般 均 衡  

一 般 に 、 あ る 財 の 取 り 引 き 量 や 、 支 出 ・ 収 入 額 が 変 わ る と 、 他 の 全 て の

財 （ 人 間 の 物 質 的 ・ 精 神 的 欲 求 を み た す も の ） に 影 響 が 及 ぶ 。 例 え ば 、 あ

る 財 に 対 す る 支 出 が 増 加 す る と 、 他 の 財 へ の 予 算 が 減 り 、 購 買 可 能 量 が 変

わ る 。 こ の よ う な 影 響 に つ い て 、 特 定 の 財 に 分 析 対 象 を 絞 っ て 、 そ れ に 対

す る 市 場 の み を 分 析 す る 方 法 を 「 部 分 均 衡 ア プ ロ ー チ 」 と 呼 ぶ 。 一 方 、 前

述 の 影 響 に つ い て 、 特 定 の 市 場 だ け を 取 り 上 げ る の で は な く 、 多 く の 市 場

を 同 時 に 考 慮 し た ア プ ロ ー チ を 、「 一 般 均 衡 ア プ ロ ー チ 」 と 呼 ぶ 。  
 
ヘ ド ニ ッ ク 法  

投 資 の 便 益 が す べ て 土 地 に 帰 着 す る と い う キ ャ ピ タ リ ゼ ー シ ョ ン 仮 説 に

基 づ き 、 住 宅 価 格 や 地 価 の デ ー タ か ら 、 地 価 関 数 を 推 定 し 、 事 業 実 施 に 伴

う 地 価 上 昇 を 推 計 す る こ と に よ り 、 社 会 資 本 整 備 に よ る 便 益 を 評 価 す る 方

法 。  
 
便 益  

便 益 と は 、「公 共 投 資 に 起 因 し て 経 済 社 会 に 生 じ る 変 化 が 社 会 的 に 望 ま し

い も の で あ る と き に 、 そ の 変 化 を 数 量 的 に 計 測 し て 貨 幣 単 位 に 換 算 し て 表

示 し た も の 」 と 定 義 で き る 。 こ の よ う な 便 益 に つ い て は 、 様 々 な も の が あ

る が 、 既 存 の 生 活 指 標 や 経 済 指 標 に お い て 、 豊 か さ や 環 境 を 評 価 す る こ と

が 試 み ら れ て い る 。  
 
補 償 変 分 （ Ｃ Ｖ ）  

等 価 変 分 ・ 補 償 変 分 を 参 照 。  
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利 用 価 値  

利 用 価 値 は 、 直 接 的 利 用 価 値 、 間 接 的 利 用 価 値 、 そ し て オ プ シ ョ ン 価 値

（ 別 掲 ） に 区 分 さ れ る 。 直 接 的 利 用 価 値 は 、 消 費 可 能 な 生 産 物 と し て 得 ら

れ る 価 値 で あ り 、 例 え ば 木 材 生 産 、 食 料 生 産 な ど が 含 ま れ る 。 間 接 的 利 用

価 値 は 、 消 費 的 な 利 用 は で き な い も の の 、 間 接 的 に 利 用 さ れ る こ と で 得 ら

れ る 価 値 で あ る 。 例 え ば 、 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 利 用 の 場 合 、 利 用 に よ っ て 森

林 は 消 費 さ れ て 消 滅 し て し ま う こ と は な い が 、 訪 問 者 は 森 林 を 間 接 的 に 利

用 し て レ ク リ ェ ー シ ョ ン を 楽 し ん で い る こ と か ら 、 森 林 は 間 接 的 な 利 用 価

値 を 持 っ て い る こ と に な る 。  
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